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改訂履歴 
Ver 変更内容 改訂日 

1.0 初版 R4.7.12 

1.1 77 条調査管理機能、登録・更新・削除を追記 
点検・補修計画、概算修繕費等の入力を追記 
 

R4.11.16 

1.2 77 条調査管理機能 登録・更新時の施設位置の入力方法を追記 
 

R4.12.26 

1.3 横断歩道橋カルテ等管理機能 登録・更新・削除を追記 
道路施設基本データ等管理機能 登録・更新・削除を追記 
標識、照明点検記録様式管理機能 検索・閲覧・登録・更新・削除

を追記 
 

R5.1.10 

1.4 表 1-1 道路附属物データベースの主な機能および関連部分の表現

ゆれを修正 
表 2-22 施設内容入力項目一覧（標識、照明施設等）、 
表 2-29 施設内容入力項目一覧（標識、照明施設等）の点検表記

録様式取込み可能項目から「施設名」を削除 
 

R5.1.17 

1.5 P197 標識・照明点検記録様式管理機能の施設 ID 重複時の自動 ID
生成について追記 
 

R5.1.19 

1.6 P56、P59  
更新の場合の施設 ID が変更不可であることを追記 

R5.1.27 

1.7 P199 他 標識、照明点検記録様式管理機能の施設追加・編集の一時

保存機能（作業中機能）について追記 
P199 編集の場合、点検年月日は変更不可であることを追記 

R5.2.10 

1.8 P199 標識、照明点検記録様式管理機能  
編集の場合、点検年月日は変更不可であるという記載を削除 

R5.2.24 

1.9 77 条調査管理機能 
一括登録用 CSV 作成時に参照する表（v1.8 の表 2-2-15,16,24,25）
を付録として別途作成し、マニュアル内の表を削除 
P204 標識、照明点検記録様式管理機能  
一括登録機能について追記 
「道路附属物における点検結果登録時の作業内容（直轄用）」を付

R5.3.31 
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Ver 変更内容 改訂日 

録として追記 

1.10 標識、照明点検記録様式管理機能 
P216 一括登録時の Image フォルダ構成について追記 
P254 登録ファイル名の使用禁止文字について追記 

R5.6.16 

1.11 横断歩道橋カルテ等管理機能 
標識、照明点検記録様式管理機能 
P120、P187 過去の点検調書ダウンロード機能について追記 
 
横断歩道橋カルテ等管理機能 
P127 定期点検・カルテ入力システム（横断歩道橋）ダウンロー

ド（準備中） 
P128 MDB ファイル出力機能（準備中） 
について追記 

R5.7.13 

1.12 横断歩道橋カルテ等管理機能 
P127 定期点検・カルテ入力システム（横断歩道橋）ダウンロード

について、機能リリースに伴い「準備中」を削除 
P128 MDB ファイル出力機能について、一部機能リリースに伴い

「準備中」を一部削除 

R5.7.20 

1.13 P127 定期点検・カルテ入力システム（横断歩道橋）ダウンロー

ドについて、機能リリースに伴い「準備中」を削除。 
P128,131 MDB ファイル出力機能の施設追加について、機能リリ

ースに伴い「準備中」を削除 
マニュアル本編と巻末資料を分割 

R5.8.21 

1.14 P236 表 2-74 zip ファイルに圧縮するファイル名、P237 表 2-70 
zip 化するフォルダ/ファイル名を変更 

R5.10.13 

1.15 P252~255 一部の図を修正 R5.12.27 

1.16 一括表示機能の説明を追加。 R6.2.20 

1.17 標識、照明点検記録様式管理機能 
P260 一括登録用 zip ファイルに含む画像ファイル数の上限を追

加 

R6.2.29 
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1 道路附属物データベースの概要 

1-1 主な機能 

道路附属物データベースは道路附属物に関するデータを検索・閲覧・登録するため

のシステムです。 
本システムの主な機能は表 1-1 の通りです。これまで別システムで管理されてい

た 77 条調査様式のデータや横断歩道橋のカルテ及び定期点検のデータ、道路施設基

本データ、標識、照明点検記録データの検索・閲覧・登録等を行うことができます。 
※一般有償ユーザなど登録権限を持たないユーザは施設追加・編集等はできません。

（表示されないボタン等があります） 
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表 1-1 道路附属物データベースの主な機能 

機能 説明 

一括表示 検索・閲覧 下記 4 機能で管理されているデータを、施設に紐づいて一括

で表示します。 

77 条調査管理機能 

検索・閲覧 これまで点検データ等登録システムで管理されていた 77 条調

査様式のデータの検索・閲覧を行うことができます。 

施設追加 新たな施設の施設情報・点検情報等を登録することができま

す。 

編集 

登録済の施設の施設情報・点検情報等を編集することができま

す。 
登録済の施設に他年度の点検情報等を追加することができま

す。 
削除 登録済の施設をデータベースから削除することができます。 

横断歩道橋カルテ等 
管理機能 

検索・閲覧 
これまでカルテ入力システムで管理されていた横断歩道橋のカ

ルテ及び定期点検のデータの検索・閲覧等を行うことができま

す。 
施設追加 新たな施設情報・点検情報等を登録することができます。 

更新 登録済の施設について、編集した施設情報・点検情報等のデー

タを更新することができます。 

追加 登録済の施設に他年度の点検情報等を追加することができま

す。 
削除 登録済の施設をデータベースから削除することができます。 

道路施設基本データ等

管理機能 

検索・閲覧 これまで道路管理データベースシステムで管理されていた道路

基本台帳等のデータの検索・閲覧等を行うことができます。 
施設追加 新たな施設の施設情報等を登録することができます。 

更新 登録済の施設について、編集した施設情報等のデータを更新す

ることができます。 
削除 登録済の施設をデータベースから削除することができます。 

標識、照明点検記録 
様式管理機能 

検索・閲覧 直轄版の点検表記録様式で作成されたデータの検索・閲覧等を

行うことができます。 

施設追加 新たな施設の施設情報・点検情報等を登録することができま

す。 

編集 登録済の施設の施設情報・点検情報等を編集することができま

す。 

追加 登録済の施設に、他年度の点検情報等を追加することができま

す。 
削除 登録済の施設をデータベースから削除することができます。 
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1-2 画面の流れ 

道路附属物データベースの画面の流れは、図 1-1～図 1-の通りです。 

 

図 1-1 道路附属物データベース（横断歩道橋）の主な画面の流れ 

 

77条調査 一覧表示

77条調査 地図表示

道路施設基本データ
地図表示

横断歩道橋カルテ等
一覧表示

道路施設基本データ
一覧表示

横断歩道橋カルテ等
地図表示

【施設選択：横断歩道橋の場合】

施設選択画面
【横断歩道橋］

ログイン画面

一括表示 一覧表示

一括表示 地図表示
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図 1-2 道路附属物データベース（標識、照明施設等）の主な画面の流れ 

  
  

77条調査 一覧表示

77条調査 地図表示

標識、照明点検記録
様式管理機能
地図表示

道路施設基本データ
一覧表示

標識、照明点検記録
様式管理機能
一覧表示

道路施設基本データ
地図表示

【施設選択：標識、照明施設等の場合】

施設選択画面
【標識、照明施設等】

ログイン画面

一括表示 一覧表示

一括表示 地図表示
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図 1-3 一括表示 主な画面の流れ 

一括表示 一覧表示

一括表示 地図表示

【一括表示】

地図表示（アイコン表示）
各機能の詳細表示

各機能の詳細表示

地図表示
各機能の詳細表示
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 【77条調査 検索・閲覧機能】 

 

図 1-4 77 条調査管理機能 主な画面の流れ（検索・閲覧機能） 
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図 1-5 77 条調査管理機能 主な画面の流れ（施設追加・編集・削除機能） 
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図 1-6 横断歩道橋カルテ等管理機能 主な画面の流れ（検索・閲覧機能） 
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図 1-7 横断歩道橋カルテ等管理機能 主な画面の流れ（MDB ファイル出力、施設追加・更新・追加・削除機能） 
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図 1-8 道路施設基本データ等管理機能 主な画面の流れ（検索・閲覧機能） 
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図 1-9 道路施設基本データ等管理機能 主な画面の流れ（施設追加・更新・削除機能） 
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図 1-10 標識、照明点検記録様式管理機能 画面の流れ（検索・閲覧機能） 



18 

 

図 1-11 標識、照明点検記録様式管理機能 画面の流れ（施設追加・編集・追加・削除機能） 
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2 道路附属物データベースの操作手順 
ここでは、道路附属物データベースにおいて、道路附属物（横断歩道橋、門型標識等、

小規模附属物［標識・照明］）の施設情報の閲覧、取得、登録、編集を行うときの操作

手順について説明します。 

2-1 ログイン・メニュー画面 

全国道路施設点検データベースのログインから、道路附属物データベースへ入り、

最初に表示されるメニュー画面の操作方法について説明します。 
 

1） 全国道路施設点検データベースのログイン 
Web ブラウザにて全国道路施設点検データベース（https://road-structures-

db.mlit.go.jp）のサイトを開くと、【全国道路施設点検データベース ログイン画

面】（図 2-1）が表示されます。 
 
この画面では、以下の手順で操作を行います。 
① 「ユーザーID」と「パスワード」のテキストボックスに、配布されたユーザ

ーID 及びパスワードを入力します。 
② 「データ利用に関する利用規約に同意します」チェックボックスにチェック

を入れます。 
③ ［ログイン］ボタンをクリックします。 
 

 

図 2-1 ログイン画面  
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2） 対象施設の選択 
ログインが完了すると、図 2-2 の【DB 選択画面】が表示されます。 
道路附属物データベースは、以下の４つの施設種別を対象としています。 
 
⋅ 横断歩道橋（附属物） 
⋅ 門型標識等（附属物） 
⋅ 標識（附属物） 
⋅ 照明（附属物） 
 
作業の対象となる施設種別のボタンをクリックします。 

 

 

図 2-2 DB 選択画面 
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3） 道路附属物データベースのメニュー画面【お知らせ表示画面】 
施設ボタンをクリックすると、【道路附属物データベース メニュー画面（お知ら

せ表示画面）】が表示されます。（図 2-3） 

 

図 2-3 【道路附属物データベースのメニュー画面（お知らせ表示画面）】 

 
メニュー画面の機能は以下の通りです。 

表 2-1 メニュー画面の機能 

項目名 説明 
① 施設種別選択 DB 選択画面で選択した施設種別が表示されます。①のプル

ダウンメニューから、対象の施設（「横断歩道橋」または

「標識、照明施設等」）を変更することができます。 
② 『77 条調査』・

『横断歩道橋カル

テ等』・『道路施設

基本データ』・『照

明点検記録様式』 

検索内容に該当する各データの切り替えができます。 
データは、77 条調査 / 横断歩道橋カルテ等/ 道路施設基本デ

ータ/標識、照明点検記録様式から選択します。 

③ メニューリスト

の表示/非表示切

り替え 

メニューリストの表示/非表示の切り替えができます。 

④ 「ログイン」 ログインしているユーザー名が表示されます。 
⑤ ［ログアウト］ ログアウトします。再度使用するにはログインが必要です。 
⑥ お知らせ表示 各機能に関するお知らせを表示します。 
⑦ 操作手順書 等 操作手順書、公開用 API 仕様書、Q&A 集を閲覧できます。 

①

②

③ ④

⑤

⑥⑦
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4） 『一括表示』・『77 条調査』・『横断歩道橋カルテ等』・『道路施設基本データ』・『照明

点検記録様式』の選択 
作業の対象とするデータを選択します。 

① 表示されている各データ名から使用するデータをクリックします。 
② データの表示方法の選択メニューが開きます。『一覧表示』または『地図表

示』をクリックします。 

 

図 2-4 データ選択 

表 2-2 表示方法 

項目名 説明 
(1)一覧表示 検索内容に該当する施設が一覧で表示されます。 
(2)地図表示 検索内容に該当する施設が地図上に表示されます。 

 
対象となる施設種別として「横断歩道橋」を選択した場合と、「標識、照明施設等」

を選択した場合とでは、メニューリストに表示される利用可能なデータの種類が異な

ります。対象となる施設種別と利用可能なデータ種類の対応は以下の通りです。 

表 2-3 対象となる施設種別とデータ種類の対応 

施設種別 データの種類 
横断歩道橋  77 条調査 

 横断歩道橋カルテ等 
 道路施設基本データ等 

標識、照明施設等 
（門型標識等、小規模附属
物） 

 77 条調査 
 道路施設基本データ等 
 標識、照明点検記録様式 

 

①

②
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5） お知らせ表示画面への遷移 
各データの一覧表示や地図表示の画面において、画面左上の「道路附属物データベー

ス」の文字部分をクリックすると、最初のお知らせ表示画面に戻ります。 

 

図 2-5 一覧表示画面（「道路附属物データベース」のクリック前） 

 
 

 

図 2-6 お知らせ表示画面（「道路附属物データベース」のクリック後） 
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2-2 一括表示 

（1） 一覧表示 
ここでは、本データベースに登録されているデータを対象に、検索条件にあった施設

を抽出し、一覧で閲覧する方法について説明します。 
 
① メニューリストの『一括表示』をクリックします。 
② その下に表示される『一覧表示』をクリックします。 

 

図 2-7 表示方法（一括表示）の選択 

下記画面が表示されます。 

 

図 2-8 一括表示 一覧表示画面 

 

➀

②
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【一括表示 一覧表示】画面では、条件をして対象となる施設の一覧を表示すること

ができます。 
 
本画面の検索に係わる主な機能は以下の通りです。 

 

図 2-9 検索画面（検索条件追加前） 

 

表 2-4 検索画面 機能 

項目名 説明 
①検索条件入力枠 検索に必要な情報を入力します。 
②［検索］ クリックすると、入力した情報に対応したデータの一覧が表

示されます。 
③［リセット］ 入力した検索条件が消え、はじめの状態に戻ります。 
④検索条件追加 検索条件を追加して表示します。（図 2-9 参照） 

 

➀ ②

③
④
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図 2-10 検索画面（検索条件追加後） 

 
施設を検索するには、 
① 検索条件欄に検索したい施設の条件を入力します。 
② 入力が完了したら、［検索］をクリックします。 
③ 検索結果の一覧が表示されます。 
 
※検索時の注意 
 ［管理者名］は、［管理区分］を選択後に選択可能になります。 
 ［管理事務所名］は、［管理者名］を選択後に選択可能になります。 
 Web ブラウザの表示倍率により、検索枠等の見た目（表示倍率による位置のズレ

等）が変わることがあります。適切に表示されていない場合には、Web ブラウザ

の設定で表示倍率を調整してください。 
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検索後の画面（一覧表示）は以下の通りです。 
 

 

図 2-11 一覧表示画面（横断歩道橋） 

 

 

図 2-12 一覧表示画面（標識、照明施設等） 
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一覧表示画面の閲覧に関する機能は以下の通りです。 

 

図 2-13 一覧表示画面の閲覧に関する機能 

 

 
 

表 2-5 一覧表示画面の閲覧に関する機能 

項目名 説明 
➀詳細表示 77 条調査 77 条調査データ管理機能の詳細表示画面に遷移します。 
②詳細表示 カルテ 横断歩道橋カルテ等管理機能の「カルテ」詳細表示画面に

遷移します。 
※施設選択で「横断歩道橋」を選択した場合のみ 

③詳細表示 定期点検 横断歩道橋を選択した場合は「横断歩道橋カルテ等管理機

能」、標識、照明施設等を選択した場合は、「標識、照明点

検記録様式管理機能」の「定期点検」詳細表示画面に遷移

します。 
④詳細表示 施設基本 道路施設基本データ等管理機能の詳細表示画面に遷移しま

す。 
⑤帳票出力 帳票を出力します。 
⑥現表示ページ 検索条件に該当する施設一覧のページ数のうち現在表示し

ているページを示します。 
⑦データ件数表示 検索条件に該当する施設数を示します。 
⑧ページの行数 画面上に表示する１データの行数を 10、25、50 から指定

します。 

➀②③④⑤

⑥ ⑦

⑧

⑨

⑩ ⑪ ⑫ ⑬
⑭ ⑮
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⑨ページャ 画面に表示するページを選択できます。 
⑩左端へ移動 一覧表示された表の左端を閲覧できます。 
⑪左へスクロール 表の左方向へ移動します。 
⑫右へスクロール 表の右方向へ移動します。 
⑬右端へ移動 一覧表示された表の右端を閲覧できます。 
⑭現表示ページ 検索条件に該当する施設一覧のページ数のうち現在表示し

ているページを示します。 
⑮［CSV 出力］ 検索結果のうち、選択した施設の一覧を出力します。 
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1） データ出力 
検索結果のうち、選択した施設の一覧を出力します。 
 
① 施設一覧としてデータを出力したい施設の［選択］欄にチェックを入れて選択しま

す。(［選択］のチェックボックスに、出力したい施設を選択します。) 
② ［CSV 出力］をクリックします。 

 

図 2-14 データ出力対象施設選択画面 

［選択］の下のチェックボックス（図 2-15 参照）にチェックを入れると、画面に表示

されている全ての施設を一度に選択可能です。 
また、ページをまたいで施設を選択する場合は、ページャ等を利用して該当施設を表示

し、同様にチェックをしてください。 
 
※注意 
別の条件で選択し直すと、検索し直す前にチェックしていた施設の選択情報が保持され

ません。ページをまたいで別の施設を選択したい場合は、ページャを用いて移動し、選

択してください。（図 2-15 参照） 

➀

②
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図 2-15 データ出力対象施設選択 補足 

 
②［CSV 出力］をクリックしてください。 
③表示されるウィンドウで［OK］をクリックすると csv ファイルが出力されます。 

 

図 2-16 CSV ファイル出力確認画面 

 
  

←ここにチェックを入れると、画面に表示されてい
る全ての施設を選択可能です。

別のページの施設も選択する場合は、ページャを利用して該当施設を
表示し、選択してください。
※別の条件で検索し直すと、選択が保持されません。

②

③
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出力される CSV ファイル名は以下の通りです。 

表 2-6 出力される CSV ファイル名 

対象施設 CSV ファイル名 
横断歩道橋 横断歩道橋 yyyymmdd.csv 
標識、照明施設等 附属物 yyyymmdd.csv 

 
 

 

図 2-17 出力される CSV ファイル例 （横断歩道橋） 

 

図 2-18 出力される CSV ファイル例 （標識、照明施設等） 

  

データ有無表示
・データあり○
・データなし×

一覧表示画面で閲覧可能な項目のデータ一覧
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2） 詳細表示 
機能名の下のアイコンをクリックすると、対象施設について、選択した機能で管理し

ているデータの詳細表示画面に遷移します。 
遷移先の機能の説明は、各機能の説明ページを参照してください。 
 
77 条調査データ管理機能 2-3-1（1）2）詳細表示 
横断歩道橋カルテ等管理機能 2-4-1（1）2）詳細表示 
道路施設基本データ等管理機能 2-5-1（1）2）詳細表示  
標識、照明点検記録様式管理機能 2-6-1（1）2）詳細表示 
 
 
※77 条調査（小規模附属物の場合は直轄点検）に紐づいていない道路施設基本データ

等のアイコンは表示されません。個別の管理機能から確認してください。 
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（A） 77 条調査データ管理機能 
77 条調査データ管理機能は、アイコンをクリックすることで詳細表示画面に遷移しま

す。 
 

 

図 2-19 77 条調査データ管理機能の詳細画面への遷移例（横断歩道橋） 

 

 

図 2-20 77 条調査データ管理機能の詳細画面への遷移例（附属物） 
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（B） 横断歩道橋カルテ等管理機能（横断歩道橋のみ） 
横断歩道橋カルテ等管理機能は、アイコンをクリックすることで詳細表示画面に遷移し

ます。 
 
a） カルテ 

 

図 2-21 横断歩道橋カルテ等管理機能の詳細画面への遷移例（カルテ） 

 
b） 定期点検 

 

図 2-22 横断歩道橋カルテ等管理機能の詳細画面への遷移例（定期点検） 
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（C） 道路施設基本データ等管理機能 
道路施設基本データ等管理機能は、➀アイコン選択後、②［施設基本の施設候補］が表

示されます。 
施設候補から詳細表示を閲覧した施設を選択すると、詳細表示画面に遷移します。 

 
図 2-23 道路施設基本データ等管理機能の詳細画面への遷移例（横断歩道橋） 

➀
②
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（D） 標識、照明点検記録様式管理機能（標識、照明施設等 のみ） 
標識、照明点検記録様式管理機能は、アイコンをクリックすることで詳細表示画面に遷

移します。 
 

 

図 2-24 標識、照明点検記録様式管理機能の詳細画面への遷移例 
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3） 帳票出力 
①目的の施設の［様式］欄のアイコンをクリックします。 
②出力したい帳票を管理する機能名を選択します。 
③xlsx ファイルまたは zip 形式に圧縮された帳票データがダウンロードされます。 

 

図 2-25 帳票出力 機能選択画面 

  

➀

②
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表 2-7 帳票出力により取得できるファイル名 

施設選択 選択機能 zip ファイル/xlsx ファイル

名 
zip ファイルを解凍して 
得られるファイル名 

横断歩道橋 

77 条調査 

仕様_横断歩道橋

yyyymmdd 
 

File（フォルダ内に点検

表記録様式） ※ 
t_fb_footbridge.CSV 
t_fb_footbridge_tenken1.
CSV 
t_fb_footbridge_tnkenfile
_name.CSV※ 

カルテ カルテ_yyyymmdd.xlsx ― 
定期点検 定期点検_yyyymmdd.xlsx ― 

施設基本 
D030 横断歩道橋台帳

_yyyymmdd.xlsx 
― 

標識、照明

施設等 

77 条調査 仕様_附属物 yyyymmdd.zip 

File（フォルダ内に点検

表記録様式） 
t_gm_gt_mark.CSV 
t_gm_gt_mark_tenken1.
CSV 
t_gm_gt_mark_tenkenfil
e_name.CSV 

定期点検（標識、照

明点検記録様式管理

機能） 

点検記録様式

_yyyymmdd.xlsx ― 

施設基本 
D030 横断歩道橋台帳

_yyyymmdd.xlsx 
― 

施設基本_照明 
E020 道路照明台帳

_yyyymmd.xlsx 
― 

施設基本_標識 
E050 道路標識台帳

_yyyymmdd.xlsx 
― 

施設基本_情報板 
E060 道路情報板台帳

_yyyymmdd.xlsx 
― 
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4） 地図表示 
各施設を地図表示することができます。 
 
➀検索条件に該当する施設の一覧から目的となる施設のチェックボックスにチェック

を入れます。 
※複数選択すると、複数の施設を同時に地図上で表示することができます。 
 
②［地図へ］をクリックして、地図画面を表示します。 

 

図 2-26 地図表示施設の選択 

  

➀

②
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③［一覧へ］をクリックすると、一覧画面へ戻ります。 
地図表示の基本操作は、4-1（1）地図表示の基本機能・基本操作を参照してください。 

 

図 2-27 地図表示画面 

画面及び機能についての詳細な説明は、「2-2（2）地図表示」にて説明します。 
 
 
  

③



42 

（2） 地図表示 
ここでは、横断歩道橋、門型標識等及び小規模附属物のデータについて、検索条件

にあった施設を抽出し、地図表示機能によって閲覧する方法について説明します。 
①メニューリストの『一括表示』をクリックします。 

②その下に表示される『地図表示』をクリックします。 

③検索条件を入力します。 

④［検索］ボタンをクリックします。 

 

図 2-28 地図表示検索画面 

 
地図上のアイコンをクリックすると、施設の概要が閲覧できます。概要に示される

項目は下表のとおりです。 
 

表 2-8 施設概要項目 

項目名 
施設名 
路線名 
キロポスト 
管理者名 
点検実施年度 
判定区分 

 
  

➀

②

③
④
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1） 詳細表示 
➀［詳細］をクリックすると、機能名が表示されます。 
②機能名をクリックすると、該当する機能の詳細表示画面に移動します。 
※詳細表示画面の詳細は、各機能の詳細表示画面説明箇所をご参照ください。 
 
77 条調査データ管理機能 2-3-1（1）2）詳細表示 
横断歩道橋カルテ等管理機能（カルテ・定期点検） 2-4-1（1）2）詳細表示 
道路施設基本データ等管理機能 2-5-1（1）2）詳細表示  
標識、照明点検記録様式管理機能 2-6-1（1）2）詳細表示 
 

 
図 2-29 地図表示画面から詳細表示画面への画面遷移例（77 条調査データ管理機

能） 

 
 
 
 
  

➀

②
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2） 帳票出力 
［様式出力］をクリックすると、帳票を管理する機能名が表示されます。 
帳票を出力したい機能名を選択すると、xlsx 形式または zip 形式に圧縮された帳票デー

タがダウンロードされます。 
（出力されるデータは「2-2（1）3）帳票出力」と同様です。） 
 

 

図 2-30 出力する様式名選択画面（地図画面） 
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2-3 77 条調査データ管理機能 

2-3-1 検索・閲覧 
（1） 一覧表示 

ここでは、77 条調査様式のデータ（横断歩道橋、門型標識等）及び小規模附属物の

データを対象に、検索条件にあった施設を抽出して、一覧表で閲覧する方法について説

明します。 
① メニューリストの『77 条調査』をクリックします。 
② その下に表示される『一覧表示』をクリックします。 

 

図 2-31 表示方法（一覧表示）の選択 
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【77 条調査 一覧表示】画面では、条件を検索して対象となる施設の一覧を表示す

ることができます。 
 
① 検索条件欄に検索したい施設の条件を入力します。 
② 入力が完了したら、［検索］ボタンをクリックします。 
※検索時の注意 
 ［管理者名］は、［管理区分］を選択後に選択可能になります。 
 ［管理事務所名］は、［管理者名］を選択後に選択可能になります。 
 対象施設が、「標識、照明施設等」の場合は、［施設区分 2］という項目が現れま

す。（図 2-3 【道路附属物データベースのメニュー画面（お知らせ表示画面）】参

照） 
※［施設区分 2］は、［施設区分 1］を選択後に選択可能になります。 

 Web ブラウザの表示倍率により、検索枠等の見た目（表示倍率による位置のズレ

等）が変わることがあります。適切に表示されていない場合には、Web ブラウザ

の設定で表示倍率を調整してください。 
 施設追加 / 編集時に作業区分を「作業中」とした施設を閲覧したい場合は、「作

業中含む」を選択して検索してください。（図 2-） 

 

図 2-32 一覧表示［作業中含む」選択画面 

 

図 2-33 検索条件入力画面（横断歩道橋） 
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図 2-34 検索条件入力画面（標識、照明施設等） 

 
検索結果の一覧が表示されます。 

図 2-35 一覧表示画面（横断歩道橋） 
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図 2-36 一覧表示画面（標識、照明施設等） 
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一覧表示画面の検索・閲覧に関する機能は以下のとおりです。 

 

図 2-37 一覧表示画面の検索・閲覧に関する機能 

 

表 2-9 一覧表示画面の検索・閲覧に関する各機能 

項目名 説明 
①検索条件入力枠 検索に必要な情報を入力します。 
②［検索］ クリックすると、入力した情報に対応したデータの一覧が表

示されます。 
③［リセット］ 入力した検索条件が消え、はじめの状態に戻ります。 
④［CSV 出力］ 検索結果一覧を出力します。 
⑤ページの行数 画面上に表示する１データの行数を 10、25、50 から指定し

ます。 
⑥左端へ移動 一覧表示された表の左端を閲覧できます。 
⑦左へスクロール 表の左方向へ移動します。 
⑧右へスクロール 表の右方向へ移動します。 
⑨右端へ移動 一覧表示された表の右端を閲覧できます。 
⑩現表示ページ 検索条件に該当する施設一覧のページ数のうち現在表示して

いるページを示します。 
⑪データ件数表示 検索条件に該当する施設数を示します。 
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一覧表示画面では、以下の 4 つの機能が利用可能です。 

表 2-10 一覧表示時に利用可能な機能 

項目名 説明 
① データ出力 検索条件に一致する施設のデータを出力します。 
② 詳細表示 施設の詳細を表示します。 
③ 帳票出力 帳票を出力します。 
④ 地図表示 施設を地図上に表示します。 

 
 

 

図 2-38 一覧表示 機能説明 
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1） データ出力 
プルダウンメニューより、「親表のデータ（基本諸元）および子・孫表のデータを抽出」「親表

のデータ（基本諸元）のみを抽出」のどちらかを選択します。 

 

図 2-39 データ出力条件選択画面 

 

 

図 2-40 データ抽出範囲選択画面 
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添付ファイル（点検表記録様式）が不要な場合 
「添付ファイルも出力」をチェックせずに、［CSV 出力］をクリックしてください。 

表示されるウィンドウで［OK］をクリックすると zip 形式のデータが出力されます。 

 

図 2-41 CSV 出力確認画面 

添付ファイル（点検表記録様式）が必要な場合 
「添付ファイルも出力」にチェックを入れ、［CSV出力］をクリックしてください。 

添付ファイルも共に出力されます。 

※注意 

プルダウンメニューで「親表のデータ（基本諸元）のみを抽出」が選択されている場合、「添付

ファイルも出力」は選択できません。 

 

図 2-42 データ出力画面 
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データ出力により取得できるファイルは以下の通りです。 
詳細表示の画面で表示する項目の一覧を取得することができます。 
 

表 2-11 データ出力により得られるファイル （横断歩道橋） 

データ抽出範囲 zip ファイル名 zip ファイルを解凍して 
得られるファイル名 

①親表のデータ（基本

諸元）および子・孫表

のデータを抽出 

横断歩道橋

yyyymmdd 
t_fb_footbridge.CSV 
t_fb_footbridge_tenken1.CSV 
t_fb_footbridge_tenkenfile_name.CSV 

②親表のデータ（基本

諸元）および子・孫表

のデータを抽出 
添付ファイルも出力 

横断歩道橋

yyyymmdd 
File（フォルダ） 
t_fb_footbridge.CSV 
t_fb_footbridge_tenken1.CSV 
t_fb_footbridge_tenkenfile_name.CSV 

③親表のデータ（基本

諸元）のみを抽出 
横断歩道橋

yyyymmdd t_fb_footbridge.CSV 

 
 

表 2-12 データ出力により得られるファイル （標識、照明施設等） 

データ抽出範囲 zip ファイル名 zip ファイルを解凍して 
得られるファイル名 

①親表のデータ（基本

諸元）および子・孫表

のデータを抽出 

附属物

yyyymmdd 
t_gm_gt_mark.CSV 
t_gm_gt_mark_tenken1.CSV 
t_gm_gt_mark_tenkenfile_name.CSV 

②親表のデータ（基本

諸元）および子・孫表

のデータを抽出 
添付ファイルも出力 

附属物

yyyymmdd 
File（フォルダ） 
t_gm_gt_mark.CSV 
t_gm_gt_mark_tenken1.CSV 
t_gm_gt_mark_tenkenfile_name.CSV 

③親表のデータ（基本

諸元）のみを抽出 
附属物

yyyymmdd t_gm_gt_mark.CSV 
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2） 詳細表示 
① 対象とするデータの［詳細］欄のアイコンをクリックし、詳細表示メニュー画面を開きます。 

 

図 2-43 詳細表示アイコン選択画面 

表 2-13 詳細表示画面の各機能 

項目名 説明 
①『横断歩道橋（跨線橋

/跨線橋以外）－詳細』 
選択した施設の諸元情報等を閲覧することができます。 

②『横断歩道橋_跨線橋

以外点検－詳細』 
選択した施設の点検記録データを閲覧することができます。 

③一覧表示に戻る 一覧表示画面に戻ることができます。 
 

 

図 2-44 詳細表示メニュー画面（施設選択で横断歩道橋選択時） 

 



55  

 

図 2-45 詳細表示メニュー画面（施設選択で標識、照明施設等選択時） 
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（A） 施設の諸元情報を閲覧する 
 
① 図 2-で、「横断歩道橋（跨線橋/跨線橋以外）」の「▼詳細」をクリックします。 

（施設選択で「標識、照明施設等」を選択した場合は、「附属物（門型標識等）」） 
 

② 下部に施設の詳細データの表が展開されます。 

 

図 2-46 詳細表示画面 
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（B） 施設の点検に関するデータを閲覧する 
 
① 図 2-で「横断歩道橋_跨線橋以外点検」の「▼詳細」をクリックします。 

（施設選択で「標識、照明施設等」を選択した場合は、「門型標識等_点検」） 
② 閲覧したい点検記録の詳細アイコン（一覧表の詳細欄にあるアイコン）をクリックします。 
③ 下部に施設の点検記録データの一覧が表示されます（図 2-）。 

  

 

図 2-47  点検記録詳細表示メニュー画面（横断歩道橋） 

 
本画面で利用できる各機能は下表のとおりです。 

表 2-14 点検記録詳細画面の各機能 

項目名 説明 
横断歩道橋_点検 点検記録についての概要を閲覧できます。 
横断歩道橋_点検ファイル名 点検ファイルを表示します。 
［横断歩道橋に戻る］ １つ前の画面（図 2- 詳細表示画面）に戻ります。 
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a） 点検ファイルをダウンロードする 
 

① 点検記録データの一覧に表示されている「点検ファイル名」をクリックします。 
② 点検ファイルがダウンロードされます。 

 

図 2-48 点検ファイル出力画面（横断歩道橋） 

 

 

図 2-49 点検ファイル出力画面（標識、照明施設等） 
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3） 帳票出力 
① 目的の施設の［様式］欄のアイコンをクリックします。 
② zip 形式に圧縮された帳票データがダウンロードされます。 

 

図 2-50 様式アイコン選択画面 

帳票出力でダウンロードした zip ファイルを解凍して得られるファイルは、以下の通りです。 

表 2-15 帳票出力により取得できるファイル名 

施設選択 zip ファイル名 zip ファイルを解凍して 
得られるファイル名 

横断歩道橋 
 

仕様_横断歩道橋 yyyymmdd 
 

File（フォルダ内に点検表記録様式） 
※ 
t_fb_footbridge.CSV 
t_fb_footbridge_tenken1.CSV 
t_fb_footbridge_tnkenfile_name.CSV
※ 

標識、照明施設等 仕様_附属物 yyyymmdd File（フォルダ内に点検表記録様式）

※ 
t_gm_gt_mark.CSV 
t_gm_gt_mark_tenken1.CSV 
t_gm_gt_mark_tenkenfile_name.CSV
※ 

※点検表記録様式が登録されていない場合は、ダウンロードできません。 
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4） 地図表示 
各施設を地図表示することができます。 

 
① 検索条件に該当する施設の一覧から目的となる施設の［地図］欄下のアイコンをクリックしま

す。 

 

図 2-51 地図アイコン選択画面 

② 施設の位置が地図上に表示されます。 

 

図 2-52 地図表示画面 

画面及び機能についての詳細な説明は、「2-3-1（2）地図表示」にて説明します。 
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（2） 地図表示 
ここでは、77 条調査様式のデータ（横断歩道橋、門型標識等）及び小規模附属物のデータについ

て、検索条件にあった施設を抽出し、地図表示機能によって閲覧する方法について説明します。 
① メニューリストの『77 条調査』をクリックします。 
② その下に表示される『地図表示』をクリックします。 
③ 検索条件を入力します。 
④ ［検索］ボタンをクリックします。 

 

図 2-53 地図表示検索画面 

⑤ 検索条件に一致する施設が地図上に表示されます。 

 

図 2-54 地図表示 検索後画面例 
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1） 地図表示画面の各機能 
地図表示画面の各機能は以下の通りです。 

 

図 2-55 地図表示画面の各機能 

 

表 2-16 地図表示画面の各機能 

項目名 説明 
①検索条件入力枠 検索条件を入力します。 
②検索 ①の検索条件にあった施設の検索を開始します。 
③リセット 入力している検索条件をクリアします。 
④クラスタ表示 対象施設が密集している場合に表示されます。数字は

このエリアに集約されている施設数を表しています。 
⑤アイコン 検索条件に該当する施設を表示します。 
⑥広域・詳細表示 ＋を押すと縮尺が大きくなり、詳細を表示します。 

－を押すと縮尺が小さくなり、広域を表示します。 
バーを上下に動かすことでも調整ができます。 

⑦マップ種類変更 背景となるマップの種類を変更できます。 
⑧広域地図 現在表示されているマップの範囲がわかります。右下

の矢印をクリックすると縮小化することができます。 
※操作方法の詳細は「4-1（1）地図表示の基本機能・基本操作」を参照してください。 

 

 
  



63  

2） 施設のデータ閲覧方法について 
地図上のアイコンをクリックすると、施設の概要が閲覧できます。概要に示される項目は下表

のとおりです。 
 

表 2-17 施設概要項目 

項目名 
施設名 
路線名 
キロポスト 
管理者名 
点検実施年度 
判定区分 

 

 

図 2-56 地図表示 アイコン選択画面 

［詳細］をクリックすると、「2-3-1（1）2）詳細表示」のページに移動します。 
［様式出力］をクリックすると、選択したデータの様式がダウンロードされます。（出力されるデ

ータは「2-3-1（1）3）帳票出力」と同様です。） 
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2-3-2 施設追加・編集・削除 
施設追加・編集・削除をすることができます。 
施設追加・編集・削除が完了したら、一覧表示画面から対象の施設を検索して結果を確認してくだ

さい。 
※作業区分で「作業中」を選択した場合は、「作業中含む」を選択して検索してください。 
 

 

図 2-57 一覧表示［作業中含む」選択画面 

 
 

［77 条調査］を選択し、［一覧表示］をクリックすると、以下の画面が表示されます。 

 

図 2-58 一覧表示選択画面 
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［検索］をクリックすると、検索条件に該当する施設が一覧表示されます。 

 

図 2-59 一覧表示 検索画面 
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一覧表示画面における、登録に関する機能は以下の通りです。 

 

図 2-60 一覧表示 登録用機能画面 

 

表 2-18 一覧表示登録用機能一覧 

項目名 説明 
① 施設追加 施設を新規追加することができます。 

施設諸元の新規登録及び最初の点検情報を登録すると

きに利用します。 
② 一括登録用基本諸元（CSV 取

得） 
一括登録用の基本諸元 CSV を取得することができま

す。 
③ 基本諸元（CSV）一括登録 施設の基本諸元を一括登録できます。 
④ 点検表一括登録用リスト取得 点検表一括登録用リストを取得できます。 
⑤ 点検表一括登録 点検表一括登録ができます。 
⑥ 選択 クリックするとその施設を選択できます。 

（複数選択可） 
⑦ 編集 登録済の施設情報を更新することができます。 

施設諸元を登録済の施設に新しい点検情報を追加する

ときなど、登録済の諸元情報を修正するときに利用し

ます。 
施設削除も行うことができます。 
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（1） 編集機能（2 巡目以降） 
2 巡目以降の点検情報の登録・更新を行います。 

まず、対象となる施設を検索し、［編集］アイコンをクリックします。 

 

図 2-61 ［編集］選択画面 

 
以下のような画面が表示されます。 

 

図 2-62 編集メニュー画面 
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本画面における主な機能は以下の通りです。 

 

図 2-63 編集メニュー画面  

 

表 2-19 編集メニュー画面 機能一覧 

項目 説明 
① ［詳細］ 施設情報を編集することができます。 
② ［詳細］ 点検情報を追加・削除することができます。 
③ ［削除］ 施設を削除することができます。 
④ ［更新］ 編集した内容で施設情報を更新します。 
⑤ ［一覧表示に戻る］ 一覧表示画面に戻ることができます。 

 
 

この後は目的により参照すべき項目が異なります。以下を参考にしてください。 
・施設情報を更新したい  ⇒「2-3-2（1）1）施設情報の編集」 
・最新の点検情報を更新したい  ⇒「2-3-2（1）2）（A）点検情報の編集」 
・点検表記録様式を追加したい  ⇒「2-3-2（1）2）（B）点検表記録様式の追加」 
・複数の施設の点検表記録様式をまとめて登録したい 

⇒「2-3-2（1）2）（C）点検表記録様式 一括登録」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



69  

1） 施設情報の編集 
施設情報の編集方法は 2 通りあります。 

項目 説明 
（A）個別編集 施設情報を 1 件ずつ編集することができます。 
（B）一括編集 CSV ファイルを用いて施設情報を一括して編集する

ことができます。 
 

（A） 個別編集 
まず、［▶詳細］をクリックします。 

 

図 2-64 ［詳細］選択画面 

 
以下のような画面が表示されます。 
この画面では、現在登録されている施設情報が表示されています。 

 

図 2-65 施設情報編集画面 
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本画面の機能は以下の通りです。 

 

図 2-66 施設情報編集画面 機能 

表 2-20 施設情報編集画面 機能一覧 
項目名 説明 

① 施設情報入力枠 それぞれの項目に合う施設情報を入力して編集します。 
② ［施設位置を選択］ ポップアップウィンドウ（地図画面）が開き、施設位置を選択すること

ができます。 
※「4-1（2）1）（B）施設位置の入力」参照 

③ ［ファイル選択］ 点検表記録様式ファイルを選択することができます。選択すると右側に

選択したファイル名が表示されます。 
※「4-1（2）1）（B）基本的な入力方法」参照 

④ ［更新］ 入力した内容で更新し、データベースに反映させることができます。 
※「4-1（2）3）編集内容の更新方法」参照 

⑤ ［削除］ 施設情報を削除することができます。 
※「2-3-2（3）1）施設情報の削除」参照 

⑥ ［一覧表示に戻る］ 一覧表示画面に戻ることができます。 
 
※登録に用いる基本的な操作については、「4-1（2）登録に用いる基本操作」を参照してください。 
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表 2-21 施設内容入力項目一覧（横断歩道橋） 

No. 項目名 必須入

力項目

（※） 

点検表記録

様式より 
反映される

項目（※） 

入力方法 

1.  施設 ID ●  編集不可 
2.  作業内容フラグ_区分 ●  プルダウンメニューより選択 
3.  作業内容フラグ_内訳 ●  プルダウンメニューより選択 
4.  作業内容フラグ_内訳

補足 
  自由入力 

5.  横断歩道橋名 ● ● 自由入力 
6.  施設名_ﾌﾘｶﾞﾅ ● ● 半角カタカナで入力 

例）ﾃｽﾄﾎﾄﾞｳｷｮｳ 
7.  路線名 ● ● 自由入力 
8.  道路種別 ●  プルダウンメニューより選択 
9.  架設年度_西暦 ● ● 西暦 4 桁を半角数字で入力 

例）2020 
10.  架設年度_推測   プルダウンメニューより選択 
11.  供用年度_西暦   西暦 4 桁を半角数字で入力 

例）2020 
12.  橋長(m) ● ● 半角数字で入力 

例）15.5 
13.  通路幅員(m) ● ● 半角数字で入力 

例）20 
14.  形式区分 ●  プルダウンメニューより選択 
15.  道路管理者_区分 ●  編集不可 
16.  道路管理者_名称 ● ● 編集不可 
17.  道路管理者_管理事務

所名 
● ● 編集不可 

18.  行政区域_都道府県名 ● ● プルダウンメニューより選択 
19.  行政区域_市区町村名 ● ● 自由入力 

 
20.  起点側位置_緯度 ●  テキスト入力、あるいは［施

設位置を選択］クリックし、

地図から選択 
（4-1（2）1）（B）参照） 

21.  起点側位置_経度 ●  テキスト入力、あるいは［施

設位置を選択］クリックし、

地図から選択 
（4-1（2）1）（B）参照） 

22.  距離標(KP)   半角数字で入力 
例）62.8 

23.  代替路の有無  ● プルダウンメニューより選択 
24.  緊急輸送路 ● ● プルダウンメニューより選択 
25.  占用物件(名称)  ● 自由入力 
26.  通行規制 ●  プルダウンメニューより選択 
27.  規制要因   プルダウンメニューより選択 
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No. 項目名 必須入

力項目

（※） 

点検表記録

様式より 
反映される

項目（※） 

入力方法 

28.  点検記録_点検実施年

度 
 ● 「新たな点検様式を追加」で

様式から反映 
29.  点検記録_点検実施年

月日 
 ● 「新たな点検様式を追加」で

様式から反映 
30.  点検記録_判定区分  ● 「新たな点検様式を追加」で

様式から反映 
31.  所見等(任意)  ● 自由入力 
32.  点検票記録様式   ［ファイル選択］より点検表

記録様式を選択 
（2-3-2（2）2）参照） 
※ファイル名に使用できない

文字があります。4-1（4）を

参照してください。 
33.  点検・修繕_備考   自由入力 
34.  跨道橋_用途種別   プルダウンメニューより選択 
35.  跨道橋の状況_現在未

使用 
  プルダウンメニューより選択 

36.  跨道橋の状況_今後の

利用 
  プルダウンメニューより選択 

37.  跨道橋の状況_撤去計

画の有無 
  プルダウンメニューより選択 

38.  跨道橋の状況_撤去計

画無しの理由 
  自由入力 

39.  跨道橋下の管理者_会
社名 

  プルダウンメニューより選択 

40.  跨道橋下の管理者_支
社名 

  自由入力 

41.  跨道橋下の管理者_事
務所名 

  自由入力 

42.  跨道橋下の路線情報_
路線区別 

  プルダウンメニューより選択 

43.  跨道橋下の路線情報_
高速道路等名称 

  自由入力 

44.  位置情報_IC 間_自   自由入力 
45.  位置情報_IC 間_至   自由入力 
46.  位置情報_KP   自由入力 
47.  跨線橋下管理者との管

理協定の締結 
  プルダウンメニューより選択 

48.  管理協定_無しの理由   自由入力 
49.  点検実施状況   プルダウンメニューより選択 
50.  点検を委託で実施   プルダウンメニューより選択 
51.  点検方法   プルダウンメニューより選択 
52.  跨線橋下管理者との共

有 
  プルダウンメニューより選択 
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No. 項目名 必須入

力項目

（※） 

点検表記録

様式より 
反映される

項目（※） 

入力方法 

53.  点検結果_最新の点検

時期 
  半角数字 6 桁（YYYYMM）で

入力。 
例）2020 年 6 月の場合⇒

202006 
54.  点検結果_5 年以内の

対策 
  プルダウンメニューより選択 

55.  修繕の内容_はく落対

策_実施状況 
  自由入力 

56.  修繕の内容_壁高欄補

修_実施状況 
  自由入力 

57.  修繕の内容_コンクリ

たたき落とし_実施状

況 

  自由入力 

58.  修繕の内容_塗替塗装_
実施状況 

  自由入力 

59.  修繕の内容_クラック

補修_実施状況 
  自由入力 

60.  修繕の内容_架替_実施

状況 
  自由入力 

61.  修繕の内容_その他_具
体的内容 

  自由入力 

62.  修繕の内容_その他_実
施状況 

  自由入力 

63.  修繕の内容_未実施の

理由 
  プルダウンメニューより選択 

64.  耐震補強_実施状況   プルダウンメニューより選択 
65.  耐震未照査_該当   プルダウンメニューより選択 
66.  耐震未照査_照査実施

計画年度 
  西暦 4 桁を半角数字で入力 

例）2020 
67.  未移管跨線橋_該当   プルダウンメニューより選択 
68.  未移管跨線橋_区分   プルダウンメニューより選択 
69.  要請（公表）するべき

もの 
  プルダウンメニューより選択 

70.  本来管理者_区分   プルダウンメニューより選択 
71.  本来管理者名（移管予

定先） 
  自由入力 

72.  移管後_道路法上の道

路_該当 
  プルダウンメニューより選択 

73.  移管後_用途種別   プルダウンメニューより選択 
74.  移管状況   プルダウンメニューより選択 
75.  移管時期   「未定」あるいは、半角数字

6 桁（YYYYMM）で入力。 
例）2020 年 6 月の場合⇒

202006 
76.  会計検査指摘   自由入力 
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No. 項目名 必須入

力項目

（※） 

点検表記録

様式より 
反映される

項目（※） 

入力方法 

77.  径間数   半角数字で入力 
78.  確認書記載_点検・修繕

計画_01~15 
  プルダウンメニューより選択 

79.  確認書記載_点検方法   プルダウンメニューより選択 
80.  確認書記載_修繕方法   プルダウンメニューより選択 
81.  確認書記載_点検済分

類 
  プルダウンメニューより選択 

82.  確認書記載_跨線部判

定結果 
  プルダウンメニューより選択 

83.  確認書記載_修繕済分

類 
  プルダウンメニューより選択 

84.  確認書記載_跨線部再

判定結果 
  プルダウンメニューより選択 

85.  確認書に点検時期の記

載がない理由 
  プルダウンメニューより選択 

86.  跨 線 対 象 _ 鉄 道

_JR_1~4 
  プルダウンメニューより選択 

87.  跨線対象_鉄道_大手民

鉄_1~3 
  プルダウンメニューより選択 

88.  跨線対象_鉄道_準大手

_1~2 
  プルダウンメニューより選択 

89.  跨線対象_鉄道_公営

_1~2 
  プルダウンメニューより選択 

90.  跨線対象_鉄道_中小民

鉄_1~3 
  プルダウンメニューより選択 

91.  跨線対象_鉄道_中小民

鉄転換鉄道等_1~2 
  プルダウンメニューより選択 

92.  跨線対象_鉄道_貨物鉄

道(JR 以外）_1~2 
  プルダウンメニューより選択 

93.  跨線対象_鉄道_モノレ

ール_1~2 
  プルダウンメニューより選択 

94.  跨線対象_鉄道_新交通

システム_1~2 
  プルダウンメニューより選択 

95.  跨線対象_鉄道_鋼索鉄

道_1~2 
  プルダウンメニューより選択 

96.  跨線対象_鉄道_無軌条

電車_1~2 
  プルダウンメニューより選択 

97.  跨線対象_軌道_公営

_1~2 
  プルダウンメニューより選択 

98.  跨線対象_軌道_中小民

鉄_1~2 
  プルダウンメニューより選択 

99.  跨線対象_軌道_モノレ

ール_1~2 
  プルダウンメニューより選択 

100.  跨線対象_軌道_新交通

システム_1~2 
  プルダウンメニューより選択 
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No. 項目名 必須入

力項目

（※） 

点検表記録

様式より 
反映される

項目（※） 

入力方法 

101.  路線対象_その他   自由入力 
 

102.  作業区分 ●  ラジオボタンより選択 
※「作業中」を選択した場合、

一般には公開されません。一

覧表示する場合は、、一覧画面

で「作業中を含む」を選択し

ないと一覧に表示されませ

ん。 
105. MICHI 施設キー   半角英数字で入力 

 
 
 

表 2-22 施設内容入力項目一覧（標識、照明施設等） 

No. 項目名 必須入

力項目

（※） 

点検表記録

様式より 
反映される

項目（※） 

入力方法 

1.  施設 ID    編集不可 
2.  施設区分 ●  「門型標識等」固定 
3.  作業内容フラグ_区分 ●  プルダウンメニューより選

択 
4.  作業内容フラグ_内訳 ●  プルダウンメニューより選

択 
5.  作業内容フラグ_内訳補

足 
  自由入力 

6.  メンテ年報対象施設   プルダウンメニューより選

択 
7.  施設名 ●  プルダウンメニューより選

択 
8.  形式 ●  「門型」固定 
9.  路線式の確認   プルダウンメニューより選

択 
10.  施設設置場所   プルダウンメニューより選

択 
11.  施設設置場所_名称   自由入力 
12.  路線名 ● ● 自由入力 
13.  道路種別 ●  プルダウンメニューより選

択 
14.  道路管理者_区分 ●  編集不可 
15.  道路管理者_名称 ●  編集不可 
16.  道路管理者_管理事務所

名 
●  編集不可 

17.  出張所名   自由入力 
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No. 項目名 必須入

力項目

（※） 

点検表記録

様式より 
反映される

項目（※） 

入力方法 

18.  設置年度_西暦 ● ● 西暦 4 桁を半角数字で入力 
例）2020 

19.  設置年月 ● ● 半角数字 6 桁（YYYYMM）

で入力。 
例）2020 年 6 月の場合⇒

202006 
不明の場合は「不明」と入力 

20.  供用年度_西暦   半角数字 6 桁（YYYYMM）

で入力。 
例）2020 年 6 月の場合⇒

202006 
21.  管理番号 ● ● 自由入力 

※直轄版点検調書「管理番

号」と整合 
22.  幅員(m) ● ● 半角数字で入力 

例）15.5 
23.  他道路管理者による添

架（管理者名） 
  自由入力 

24.  占用物件（名称）  ● 自由入力 
25.  他管理者の柱への添架

（管理者名） 
  自由入力 

26.  行政区域_都道府県名 ● ● プルダウンメニューより選

択 
27.  行政区域_市区町村名 ● ● 自由入力 
28.  起点側位置_緯度 ●  テキスト入力、あるいは［施

設位置を選択］クリックし、

地図から選択 
（4-1（2）1）（B） 参照） 

29.  起点側位置_経度 ●  テキスト入力、あるいは［施

設位置を選択］クリックし、

地図から選択 
（4-1（2）1）（B） 参照） 

30.  終点（トンネル部のみ）

側位置_緯度 
  テキスト入力、あるいは［施

設位置を選択］クリックし、

地図から選択 
（4-1（2）1）（B） 参照） 

31.  終点（トンネル部のみ）

側位置_経度 
  テキスト入力、あるいは［施

設位置を選択］クリックし、

地図から選択 
（4-1（2）1）（B） 参照） 

32.  距離標(KP)   自由入力 
33.  上り・下り線   プルダウンメニューより選

択 
34.  緊急輸送道路 ● ● プルダウンメニューより選

択 
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No. 項目名 必須入

力項目

（※） 

点検表記録

様式より 
反映される

項目（※） 

入力方法 

35.  自専道/一般道 ● ● プルダウンメニューより選

択 
36.  照明灯具数   0~9 の値を半角数字で入力 
37.  LED 照明灯   0~9 の値を半角数字で入力 
38.  高圧ﾅﾄﾘｳﾑ灯   0~9 の値を半角数字で入力 
39.  水銀灯   0~9 の値を半角数字で入力 
40.  蛍光灯   0~9 の値を半角数字で入力 
41.  ｾﾗﾐｯｸﾒﾀﾙﾊﾗｲﾄﾞﾗﾝﾌﾟ   0~9 の値を半角数字で入力 
42.  その他   0~9 の値を半角数字で入力 
43.  その他の場合の具体名   自由入力 
44.  LED 灯具の更新年   半角数字で入力 
45.  照明灯の電力料金   ラジオボタンを選択 
46.  支払いが不適切な理由   自由入力 
47.  消灯箇所の電力料金   ラジオボタンを選択 
48.  支払っている理由   自由入力 
49.  点検記録_実施年度  ● 「新たな点検様式を追加」で

様式から反映 
50.  点検記録_点検実施年月

日 
 ● 「新たな点検様式を追加」で

様式から反映 
51.  点検記録_H26・H31 要

領に基づく損傷度判定 
  プルダウンメニューより選

択 
 

52.  点検記録_判定区分  ● プルダウンメニューより選

択 
 

53.  所見等(任意)  ● 自由入力 
54.  点検票記録様式   ［ファイル選択］より点検表

記録様式を選択 
（2-3-2（2）2）点検表記録様

式の登録参照） 
※ファイル名に使用できな

い文字があります。4-1（4）
を参照してください。 

55.  合いマーク実施の有無   プルダウンメニューより選

択 
 

56.  落下防止ワイヤーの設

置の有無 
  プルダウンメニューより選

択 
57.  点検・修繕_備考   自由入力 
58.  更新日   自動反映 
59.  更新者名   自動反映 
60.  対策の要否の支柱   ラジオボタンで選択 
61.  対策の要否の横梁   ラジオボタンで選択 
62.  対策の要否の標識板等   ラジオボタンで選択 
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No. 項目名 必須入

力項目

（※） 

点検表記録

様式より 
反映される

項目（※） 

入力方法 

63.  対策の要否の基礎   ラジオボタンで選択 
64.  対策の要否のその他   ラジオボタンで選択 
65.  対策の要否の施設単位   ラジオボタンで選択 
66.  作業区分 ●  ラジオボタンで選択 

※「作業中」を選択した場

合、、一般には公開されませ

ん。一覧表示する場合は、一

覧画面で「作業中を含む」を

選択しないと一覧に表示さ

れません。 
67.  MICHI 施設キー ●  半角英数字で入力 

※登録対象施設に紐づく道

路施設基本データ（MICHI）
が存在しない場合は「0」を

記入。 
 

（B） 諸元一括編集 
a） 一括登録用基本諸元（CSV）を取得する 
①施設情報を一括編集したい施設を選択します。(選択できる施設は 100 件までです) 
②［一括登録用基本諸元（CSV）取得］をクリックすると、CSV が出力されます。 

 

図 2-67 諸元情報 CSV 取得画面 
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b） CSV ファイルを編集する 
CSV ファイルを開き、情報の更新を行います。 
 
【注意点】 
・一括 CSV の編集はテキストエディタまたは Excel を使用してください。 
 
・Excel で編集をする場合、ファイルを開く際に値に含まれる 0 が消える可能性があります。 
4-1（3）CSV ファイルの開き方を参照して開き、編集を行ってください。 
 
・ファイル名に使用できない文字があります。詳細は 4-1（4）登録ファイル名の使用禁止文字を参

照してください。 
 
 
 
ファイル内のデータ編集の際は、付録「77 条調査管理機能 一括登録項目一覧」および付録「77 条

調査管理機能マスタ一覧 Ver1.0」を参照してください。 
 

 
 

 
 
c） 一括登録をする 
① CSV ファイルの編集が完了したら、［基本諸元（CSV）一括登録］をクリックします。 

 

図 2-68 施設情報一括登録画面 
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① エクスプローラが開きます。先ほど編集した CSV ファイルを選択し、［開く］をクリックしま

す。 

 

図 2-69 ファイル選択画面 

 
② 登録を確認するポップアップウィンドウが表示されます。 
［OK］をクリックすると編集した内容で登録されます。 
［キャンセル］をクリックすると登録がキャンセルされ、ポップアップウィンドウが閉じます。 

 

図 2-70 一括登録用 CSV ファイル登録確認画面 
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③ 登録したファイルが不十分な場合は以下のようなエラー画面が表示されます。 
表示にしたがって CSV ファイルを修正し、再度登録してください。 

 

図 2-71 エラー表示 
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2） 点検に関する情報の編集 
点検に関する情報を編集し、更新することができます。 

（A） 点検情報の編集 
最新の点検情報の一部を手入力で更新することができます。 
編集可能な項目は以下の通りです。 

表 2-23 更新可能な点検情報項目一覧 

項目 
点検記録_調査実施年月日 
表記上の点検実施年度 
健全度 

 
【注意点】 
点検表記録様式の編集は以下を参考にしてください。 
⇒「2-3-2（1）2）（B）点検表記録様式の追加点検表記録様式の追加」 
 
① 点検情報を編集したい施設を検索し、［編集］アイコンをクリックします。 

 

図 2-72 点検情報更新 編集アイコン選択 
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② ［詳細］を選択します。 

 

図 2-73 点検情報更新 詳細選択画面 

③ 編集したい点検情報の［編集］アイコンをクリックします。 

 

図 2-74 点検情報 編集アイコン選択画面 
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④ 下図の赤枠で囲まれた部分の情報を編集します。 

 

図 2-75 点検情報編集画面 

 
本画面において表示される項目は以下の通りです。 

表 2-24 点検情報 入力項目一覧 

項目名 入力方法 
点検記録_点検実施年月日 編集不可 
点検記録_調査実施年月日 カレンダーより選択 
表記上の点検実施年度 西暦４桁を半角数字で入力 
健全度 プルダウンメニューより選択 
更新日 編集不可 
更新者名 編集不可 
施設区分 編集不可 

 
⑤ 編集が完了したら、画面右上にある［更新］をクリックし、画面に従って更新してください。 

※更新方法の詳細は、「4-1（2）3）編集内容の更新方法」を参照してください。 
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（B） 点検表記録様式の追加登録 
施設情報の編集画面より、点検表記録様式を追加することができます。 

 
a） 点検表記録様式ファイル 様式の概要 
点検表記録様式の登録では、様式本体（Excel ファイル）を添付します。 

※ファイル名に使用できない文字があります。詳細は 4-1（4）登録ファイル名の使用禁止文字を参

照してください。 
 

 2 巡目（2019（R1）年度以降）の点検を実施した施設の点検表記録様式を登録する場

合 
⇒「77 条調査報告用様式（国土交通省 道路局ホームページ 「道路の老朽化対策」の

参考資料として公開）」の様式ファイルを使用して下さい。 
（参考 URL：https://www.mlit.go.jp/road/sisaku/yobohozen/yobohozen.html） 
 

 1 巡目（2018（H30）年度以前）の点検実施施設の点検表記録様式を登録はできませ

ん。  

 

図 2-76 点検表記録様式 参考資料について 
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図 2-77 横断歩道橋記録様式 様式１ 

 

図 2-78 横断歩道橋記録様式 様式 2 
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図 2-79 門型標識等記録様式 様式 1 

 

 

図 2-80 門型標識等記録様式 様式 2 
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登録に使用する様式ファイルの注意点は以下の通りです。 
 点検表記録様式ファイルの保存、入力方法 

 点検表記録様式ファイルの拡張子は「.xlsx」です。 
 本システムでは、点検表記録様式ファイルに入力された情報の一部を読み込み、データベ

ースに登録するしくみになっています。 
そのため、点検実施年度に応じて以下に記載した Excel ファイルを必ず利用して下さい。

（以下ⅰ、ⅱのどちらかを選択ください。） 
i. 「77 条調査報告用様式（国土交通省 道路局ホームページ 「道路の老朽化対策」の

参考資料として公開）」 
ii. 「従来の様式（H26 定期点検要領（技術的助言）に基づく様式）」 

 決められたセルに、所定の項目が所定の書式で入力されていることが重要となります。カ

スタマイズされた様式でも、公開されている点検表記録様式ファイルの各セルを完全に再

現していれば、登録可能です。しかし、行や列を追加・削除した場合、必ずエラーとなり

ますのでご注意ください。 
 特定セルの所定書式は、各定期点検要領（技術的助言）や記録様式作成にあたっての

参考資料に掲載されている記入例も参考にして下さい。

（https://www.mlit.go.jp/road/sisaku/yobohozen/yobohozen.html） 
 施設の種類によって同じ項目（点検実施年月日や緯度経度など）でも書式が異なる場合が

あります。 
 点検表記録様式ファイルは、複数に分割されていても問題ありませんが、容量の関係上、

１ファイル 50MB 以下にして下さい。 
 点検表記録様式のファイル名は、「定期点検要領（技術的助言）点検表記録様式のファイ

ル名・シート名の命名規則」に基づいたファイル名（路線名_施設名.xlsx）でなくても登

録できますが、できるだけ命名規則に基づいたファイル名を付けるようにしてください。

なお、ファイル名の文字数制限は、拡張子を含め 60 文字です。 
 ※ファイル名に使用できない文字があります。詳細は 4-1（4）登録ファイル名の使用禁止

文字を参照してください。 
 点検表記録様式ファイルのシート名の付け方 

 シート名は、「定期点検要領（技術的助言）点検表記録様式のファイル名・シート名の命名

規則」に基づいたシート名（例：「歩道橋様式 1P001」、「歩道橋様式 2P001」等）として下

さい。 
 シート名に空白（半角、全角とも）が含まれている場合は登録できません。余分な空白の

混入に十分注意して下さい。特に、付録の例示では“様式”と“1P”の間に半角の空白が

あるように見えますが、空白が無いのが正解ですので空白を挿入しないで下さい。 
 シート名の「○○○様式 1PXXX」「○○○様式 2PXXX」の XXX 部分は半角数値として下

さい。 
 隠しシートがある場合は削除して下さい。隠しシートのシート名も命名規則に則している

かエラーチェックの対象となります。則していない場合はエラーとなります。 
  

https://www.mlit.go.jp/road/sisaku/yobohozen/yobohozen.html


89  

b） 点検表記録様式 追加登録 
① ［詳細］をクリックします。 

 

図 2-81 点検表記録様式追加 詳細選択画面 

 
② ［点検表記録様式］右側の、［ファイルを選択］をクリックします。 

 

図 2-82 点検表記録様式ファイル選択画面 

  



90  

③ エクスプローラが開きます。 
追加したい点検表記録様式を選択し、［開く］をクリックします。 

 

図 2-83 エクスプローラ画面 

 
④ 選択したファイル名が表示されたことを確認し、［新たな点検様式を追加］をクリックしま

す。 
※ファイル名に使用できない文字があります。詳細は 4-1（4）登録ファイル名の使用禁止文字

を参照してください。 
 

 

図 2-84 選択ファイル名確認画面 
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※システム上の既存登録済情報と点検表記録様式の内容に差異がない場合、［新たな点検様式を追

加］クリック後以下の画面に戻ります。 

 

図 2-85 点検表記録様式追加後画面（差異がない場合） 

 
 

編集画面で入力していた値と、選択した点検表記録様式内の値に差異がある場合は以下のよう

な注意文が表示されます。 

 

図 2-86 点検表記録様式 反映確認画面（例） 
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表 2-25 点検表記録様式 反映確認画面 選択肢一覧 

選択肢 説明 
①［反映］ 指定した点検表記録様式の値をデータベースに反映する。 
②［キャンセル］ 登録をキャンセルする。 

※点検表記録様式のデータを確認・修正する場合はこちらを選

択してください。 
 

差異のある項目名が記載されているので、確認の上［反映］あるいは［キャンセル］を選択し

てください。 
 
［反映］・［キャンセル］どちらをクリックしても、以下の画面に戻ります。 

 

図 2-87 点検表記録様式 反映キャンセル後 
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［反映］をクリックした場合、［詳細］を開き確認すると、追加した点検表記録様式の値を反映

した部分の入力枠が黄色く表示されます。 

 

図 2-88 点検表記録様式 反映後画面 

 

 

図 2-89 点検表記録様式 差異反映部分表示 

 
 
⑤ 最後に、画面右上にある［更新］をクリックし、画面に従って更新してください。 

※更新方法の詳細は、「4-1（2）3）編集内容の更新方法」を参照してください。 
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（C） 点検表記録様式 一括登録 
複数の施設の点検表記録様式をまとめて一括登録することができます。 

※点検表の一括登録を行うにはまず、登録したい施設の点検表をあらかじめシステムに追加してお

く必要があります。 
 
手順は以下の通りです。 
①2-3-2（1）2）（C）a）点検表一括登録用リストを作成する 
②2-3-2（1）2）（C）b）ZIP ファイルを作成する 
③2-3-2（1）2）（C）c）点検表記録様式を一括登録する 
 
a） 点検表一括登録用リストを作成する 
まず、点検表記録様式と施設を一致させるためのリストを作成します。 

点検表記録様式を登録したい施設の［選択］欄にチェックを入れて選択します。(選択できる施設は

100 件までです) 

 

図 2-90 一括登録対象施設選択 
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［点検表一括登録用リスト取得］をクリックします。 

 

図 2-91 点検表一括登録用リスト取得 

 
「点検様式一括登録用リスト.xlsx」が出力されます。 
ファイルを開くと、以下の内容が表示されます。 

 

図 2-92  点検様式一括登録リスト 
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先ほど選択した施設の①作業用番号（A 列）と②施設名（B 列）が入力されていることを確認し

ます。 

 

図 2-93 点検様式一括登録リスト 記載内容確認 

 
各施設に対応するよう、登録したい③点検表記録様式ファイル名を C 列に入力します。 

 

図 2-94 点検様式一括登録リスト ファイル名入力 

 
 



97  

 

図 2-95 点検様式一括登録リスト ファイル名入力② 

 
【注意点】 
 1 施設に対し、複数のファイルで構成されている場合は、対象となる施設の書かれた行を複製

してください。 
例）「路線名_テスト歩道橋 1．xlsx」が複数ある場合は、5 行目の情報（「①作業用番

号」「②施設名」「③点検用記録様式ファイル名」迄）を複製し追加してください。 
 リスト（「①作業用番号」「②施設名」「③点検用記録様式ファイル名」迄）は上詰めで作成

し、空欄を作らないでください。 
 

入力が完了したら、上書き保存をしてファイルを閉じます。 
※ファイル名に使用できない文字があります。詳細は 4-1（4）登録ファイル名の使用禁止文字を

参照してください。 
 
 
ここまでの作業で点検表一括登録用リストが完成しました。 
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b） ZIP ファイルを作成する 
先ほど作成した「点検票記録様式一括登録用リスト.xlsx」と、登録する「点検表記録様式ファ

イル」をまとめて ZIP 化（ファイルを圧縮）します。 
 
【注意点】 
(ア) ZIP ファイル名は任意です。 

※ファイル名に使用できない文字があります。詳細は 4-1（4）登録ファイル名の使用禁止文字

を参照してください。 
 

(イ) 1 つの ZIP ファイルの許容容量は 100MB までとなります。 
 

 

図 2-96 ZIP ファイル作成 
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c） 点検表記録様式を一括登録する 
① 道路附属物データベースにもどり、［点検表一括登録］をクリックします。 

 

図 2-97 点検表一括登録 選択画面 

 
② エクスプローラが開きます。 

先ほど作成した ZIP ファイルを選択し、［開く］をクリックします。 

 

図 2-98 ZIP ファイル選択画面 
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③ 登録を確認するポップアップウィンドウが表示されます。 
［OK］をクリックすると登録され、一覧画面に戻ります。 
［キャンセル］をクリックすると登録がキャンセルされ、ポップアップウィンドウが閉じます。 

 

図 2-99 点検表一括登録 登録確認画面 
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（2） 登録機能（新規追加） 
1） 施設追加 

（A） 個別登録 
① 施設の新規登録を行うには、［施設追加］ボタンをクリックします。 

 

図 2-100 ［施設追加］選択画面 

以下の画面が表示されます。 

 

図 2-101 施設追加画面 
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本画面の機能は以下の通りです。 

 

図 2-102 新規追加画面の機能 

 

表 2-26 新規追加画面 機能一覧 

項目名 説明 
① 施設情報入力枠 各施設情報に応じた項目を入力します。 
② ［施設位置を選択］ ポップアップウィンドウ（地図画面）が開き、施設位

置を選択することができます。 
※「4-1（2）1）（B）施設位置の入力」参照 

③ ［ファイル選択］ 点検表記録様式ファイルを選択することができます。

選択すると右側に選択したファイル名が表示されま

す。 
④ ［登録］ 入力した内容で登録することができます。 
⑤ ［一覧表示に戻る］ 一覧表示画面に戻ることができます。 
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② 施設情報入力枠に、追加したい施設情報を入力します。 
 

① ※・・・必須入力項目です。 
② ※・・・点検表記録様式を登録すると、システムに内容が反映されます。 

（「2-3-2（2）2）（B）点検表記録様式の登録（施設追加時）」参照） 
 

 

図 2-103 必須入力項目・点検表記録様式反映項目 
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a） 入力手順例 （点検表記録様式を登録する場合） 
 
① 必須入力項目のうち、点検表記録様式から取得されない項目を入力します。 

具体的な項目は以下の通りです。 
※施設 ID、起点側位置_緯度、起点側位置_経度は次の手順で扱います。 

表 2-27 最初に入力する項目 

項目名 
施設区分 
施設 ID 
道路管理者_区分 
管理者 
作業内容フラグ_区分 
作業内容フラグ_内訳 
道路種別 
形式区分 
起点側位置_緯度 
起点側位置_経度 
通行規制 
作業区分 
MICHI 施設キー 

 
［施設位置を選択］をクリックし、施設位置を入力します。 
［施設位置を選択］から施設位置を入力すると、施設 ID が自動生成されます。 
※入力方法の詳細は、「4-1（2）1）（B）施設位置の入力」を参照してください。 

 
② 点検表記録様式を選択します。 
［ファイルの選択］をクリックし、画面に従って追加したいファイルを選択してください。 
「※」が記載された項目は、登録時に点検表記録様式の内容が反映されます。 
登録が完了するまでは反映されませんのでご注意ください。 
※ファイル選択方法の詳細は、「4-1（2）1）（A）基本的な入力方法」を参照してください。 
※ファイル名に使用できない文字があります。詳細は 4-1（4）登録ファイル名の使用禁止文字を

参照してください。 
 
④入力任意の項目を入力します。 
 入力項目の詳細は、表 2-28、表 2-29 を参照してください。 
 
⑤画面右上の［登録］をクリックし、入力内容を登録します。 
 ※登録方法の詳細は、「4-1（2）2）入力内容の登録方法」を参照してください。 
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b） 入力手順例 （点検表記録様式をしない場合） 
 
① 必須入力項目を入力します。 

必須入力項目は、表 2-28 施設内容入力項目一覧（横断歩道橋）、表 2-29 施設内容入力項目

一覧（標識、照明施設等）を参照してください。 
 

 
②入力任意の項目を入力します。 
 入力項目の詳細は、表 2-28 施設内容入力項目一覧（横断歩道橋）、表 2-29 施設内容入力項目

一覧（標識、照明施設等）を参照してください。 
 
③画面右上の［登録］をクリックし、入力内容を登録します。 
 ※登録方法の詳細は、「4-1（2）2）入力内容の登録方法」を参照してください。 
 
 
 
入力可能な施設情報の項目は以下の通りです。 
 
 

表 2-28 施設内容入力項目一覧（横断歩道橋） 

No. 項目名 必須入力

項目

（※） 

点検表記録

様式より反

映される項

目（※） 

入力方法 

1.  施設区分 ●  ラジオボタンより選択 

2.  施設 ID ●  半角数字及びカンマを入力、あるい

は「施設位置を選択」をクリックで

自動生成 

※一度設定した施設 ID は編集不可 

例）43.62282,142.61719 

3.  道路管理者_区分 ●  プルダウンメニューより選択 

4.  管理者 ●  左側のプルダウンメニューより整備

局等を選択後、右側のプルダウンメ

ニューより事務所等を選択。 

5.  作業内容フラグ_区分 ●  プルダウンメニューより選択 

6.  作業内容フラグ_内訳 ●  プルダウンメニューより選択 

7.  作業内容フラグ_内訳補足   自由入力 

8.  横断歩道橋名 ● ● 自由入力 

9.  施設名_ﾌﾘｶﾞﾅ ● ● 半角カタカナで入力 

例）ﾃｽﾄﾎﾄﾞｳｷｮｳ 



106  

No. 項目名 必須入力

項目

（※） 

点検表記録

様式より反

映される項

目（※） 

入力方法 

10.  路線名 ● ● 自由入力 

11.  道路種別 ●  プルダウンメニューより選択 

12.  架設年度_西暦 ● ● 西暦 4 桁を半角数字で入力 

例）2020 

13.  架設年度_推測   プルダウンメニューより選択 

14.  供用年度_西暦   西暦 4 桁を半角数字で入力 

例）2020 

15.  橋長(m) ● ● 半角数字で入力 

例）15.5 

16.  通路幅員(m) ● ● 半角数字で入力 

例）20 

17.  形式区分 ●  プルダウンメニューより選択 

18.  道路管理者_名称 ● ● 管理者を入力すると自動で反映 

19.  道路管理者_管理事務所名 ●  管理者を入力すると自動で反映 

20.  行政区域_都道府県名 ● ● プルダウンメニューより選択 

21.  行政区域_市区町村名 ● ● 自由入力 

 

22.  起点側位置_緯度 ●  テキスト入力、あるいは［施設位置

を選択］クリックし、地図から選択 

（4-1（2）1）（B）参照） 

23.  起点側位置_経度 ●  テキスト入力、あるいは［施設位置

を選択］クリックし、地図から選択 

（4-1（2）1）（B）参照） 

24.  距離標(KP)   半角数字で入力 

例）62.8 

25.  代替路の有無  ● プルダウンメニューより選択 

26.  緊急輸送路 ● ● プルダウンメニューより選択 

27.  占用物件(名称)  ● 自由入力 

28.  通行規制 ●  プルダウンメニューより選択 

29.  規制要因   プルダウンメニューより選択 

30.  点検記録_点検実施年度  ● 西暦 4 桁を半角数字で入力 

例）2020 

31.  点検記録_点検実施年月日  ● カレンダーより選択 

32.  点検記録_判定区分  ● プルダウンメニューより選択 
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No. 項目名 必須入力

項目

（※） 

点検表記録

様式より反

映される項

目（※） 

入力方法 

33.  所見等(任意)  ● 自由入力 

34.  点検票記録様式  ● ［ファイル選択］より点検表記録様

式を選択 

（2-3-2（2）2）参照） 

※ファイル名に使用できない文字が

あります。詳細は 4-1（4）登録ファ

イル名の使用禁止文字を参照してく

ださい。 

35.  点検・修繕_備考   自由入力 

36.  跨道橋_用途種別   プルダウンメニューより選択 

37.  跨道橋の状況_現在未使用   プルダウンメニューより選択 

38.  跨道橋の状況_今後の利用   プルダウンメニューより選択 

39.  跨道橋の状況_撤去計画の

有無 

  プルダウンメニューより選択 

40.  跨道橋の状況_撤去計画無

しの理由 

  自由入力 

41.  跨道橋下の管理者_会社名   プルダウンメニューより選択 

42.  跨道橋下の管理者_支社名   自由入力 

43.  跨道橋下の管理者_事務所

名 

  自由入力 

44.  跨道橋下の路線情報_路線

区別 

  プルダウンメニューより選択 

45.  跨道橋下の路線情報_高速

道路等名称 

  自由入力 

46.  位置情報_IC 間_自   自由入力 

47.  位置情報_IC 間_至   自由入力 

48.  位置情報_KP   自由入力 

49.  跨線橋下管理者との管理協

定の締結 

  プルダウンメニューより選択 

50.  管理協定_無しの理由   自由入力 

51.  点検実施状況   プルダウンメニューより選択 

52.  点検を委託で実施   プルダウンメニューより選択 

53.  点検方法   プルダウンメニューより選択 

54.  跨線橋下管理者との共有   プルダウンメニューより選択 
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No. 項目名 必須入力

項目

（※） 

点検表記録

様式より反

映される項

目（※） 

入力方法 

55.  点検結果_最新の点検時期   半角数字 6 桁（YYYYMM）で入

力。 

例）2020 年 6 月の場合⇒202006 

56.  点検結果_5 年以内の対策   プルダウンメニューより選択 

57.  修繕の内容_はく落対策_実

施状況 

  自由入力 

58.  修繕の内容_壁高欄補修_実

施状況 

  自由入力 

59.  修繕の内容_コンクリたた

き落とし_実施状況 

  自由入力 

60.  修繕の内容_塗替塗装_実施

状況 

  自由入力 

61.  修繕の内容_クラック補修_

実施状況 

  自由入力 

62.  修繕の内容_架替_実施状況   自由入力 

63.  修繕の内容_その他_具体的

内容 

  自由入力 

64.  修繕の内容_その他_実施状

況 

  自由入力 

65.  修繕の内容_未実施の理由   プルダウンメニューより選択 

66.  耐震補強_実施状況   プルダウンメニューより選択 

67.  耐震未照査_該当   プルダウンメニューより選択 

68.  耐震未照査_照査実施計画

年度 

  西暦 4 桁を半角数字で入力 

例）2020 

69.  未移管跨線橋_該当   プルダウンメニューより選択 

70.  未移管跨線橋_区分   プルダウンメニューより選択 

71.  要請（公表）するべきもの   プルダウンメニューより選択 

72.  本来管理者_区分   プルダウンメニューより選択 

73.  本来管理者名（移管予定

先） 

  自由入力 

74.  移管後_道路法上の道路_該

当 

  プルダウンメニューより選択 

75.  移管後_用途種別   プルダウンメニューより選択 

76.  移管状況   プルダウンメニューより選択 
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No. 項目名 必須入力

項目

（※） 

点検表記録

様式より反

映される項

目（※） 

入力方法 

77.  移管時期   「未定」あるいは、半角数字 6 桁

（YYYYMM）で入力。 

例）2020 年 6 月の場合⇒202006 

78.  会計検査指摘   自由入力 

79.  径間数   半角数字で入力 

80.  確認書記載_点検・修繕計

画_01~15 

  プルダウンメニューより選択 

81.  確認書記載_点検方法   プルダウンメニューより選択 

82.  確認書記載_修繕方法   プルダウンメニューより選択 

83.  確認書記載_点検済分類   プルダウンメニューより選択 

84.  確認書記載_跨線部判定結

果 

  プルダウンメニューより選択 

85.  確認書記載_修繕済分類   プルダウンメニューより選択 

86.  確認書記載_跨線部再判定

結果 

  プルダウンメニューより選択 

87.  確認書に点検時期の記載が

ない理由 

  プルダウンメニューより選択 

88.  跨線対象_鉄道_JR_1~4   プルダウンメニューより選択 

89.  跨線対象_鉄道_大手民鉄

_1~3 

  プルダウンメニューより選択 

90.  跨線対象_鉄道_準大手_1~2   プルダウンメニューより選択 

91.  跨線対象_鉄道_公営_1~2   プルダウンメニューより選択 

92.  跨線対象_鉄道_中小民鉄

_1~3 

  プルダウンメニューより選択 

93.  跨線対象_鉄道_中小民鉄転

換鉄道等_1~2 

  プルダウンメニューより選択 

94.  跨線対象_鉄道_貨物鉄道

(JR 以外）_1~2 

  プルダウンメニューより選択 

95.  跨線対象_鉄道_モノレール

_1~2 

  プルダウンメニューより選択 

96.  跨線対象_鉄道_新交通シス

テム_1~2 

  プルダウンメニューより選択 

97.  跨線対象_鉄道_鋼索鉄道

_1~2 

  プルダウンメニューより選択 
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No. 項目名 必須入力

項目

（※） 

点検表記録

様式より反

映される項

目（※） 

入力方法 

98.  跨線対象_鉄道_無軌条電車

_1~2 

  プルダウンメニューより選択 

99.  跨線対象_軌道_公営_1~2   プルダウンメニューより選択 

 

100.  跨線対象_軌道_中小民鉄

_1~2 

  プルダウンメニューより選択 

101.  跨線対象_軌道_モノレール

_1~2 

  プルダウンメニューより選択 

102.  跨線対象_軌道_新交通シス

テム_1~2 

  プルダウンメニューより選択 

103.  路線対象_その他   自由入力 

104.  作業区分 ●  ラジオボタンより選択 

「作業中」を選択した場合、一般に

は公開されません。一覧表示する場

合は、一覧画面で「作業中を含む」

を選択しないと一覧に表示されませ

ん。 

105. MICHI 施設キー   半角英数字で入力 
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表 2-29 施設内容入力項目一覧（標識、照明施設等） 

No. 項目名 必須入力

項目

（※） 

点検表記録様

式より反映さ

れる項目

（※） 

入力方法 

1.  施設識別 ●  ラジオボタンより選択 

2.  施設 ID  ●  半角数字およびカンマを入力、あ

るいは「施設位置を選択」をクリ

ックで自動生成 

※一度設定した施設 ID は編集不

可 

例）43.62282,142.61719 

3.  道路管理者_区分 ●  プルダウンメニューより選択 

4.  管理者 ●  左側のプルダウンメニューより整

備局等を選択後、右側のプルダウ

ンメニューより事務所等を選択。 

5.  施設区分 ●  「門型標識等」固定 

6.  作業内容フラグ_区分 ●  プルダウンメニューより選択 

7.  作業内容フラグ_内訳 ●  プルダウンメニューより選択 

8.  作業内容フラグ_内訳補足   自由入力 

9.  メンテ年報対象施設   プルダウンメニューより選択 

10.  施設名 ●  プルダウンメニューより選択 

11.  形式 ●  「門型」固定 

12.  路線式の確認   プルダウンメニューより選択 

13.  施設設置場所   プルダウンメニューより選択 

14.  施設設置場所_名称   自由入力 

15.  路線名 ● ● 自由入力 

16.  道路種別 ●  プルダウンメニューより選択 

17.  道路管理者_名称 ●  管理者を入力すると自動で反映 

18.  道路管理者_管理事務所名 ●  管理者を入力すると自動で反映 

19.  出張所名 ●  自由入力 

20.  設置年度_西暦 ● ● 西暦 4 桁を半角数字で入力 

例）2020 

21.  設置年月 ● ● 半角数字 6 桁（YYYYMM）で入

力。 

例）2020 年 6 月の場合⇒202006 

不明の場合は「不明」と入力 

22.  供用年度_西暦   半角数字 6 桁（YYYYMM）で入
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No. 項目名 必須入力

項目

（※） 

点検表記録様

式より反映さ

れる項目

（※） 

入力方法 

力。 

例）2020 年 6 月の場合⇒202006 

23.  管理番号 ● ● 自由入力 

※直轄版点検調書「管理番号」と整

合 

24.  幅員(m) ● ● 半角数字で入力 

例）15.5 

25.  他道路管理者による添架

（管理者名） 

  自由入力 

26.  占用物件（名称）  ● 自由入力 

27.  他管理者の柱への添架（管

理者名） 

  自由入力 

28.  行政区域_都道府県名 ● ● プルダウンメニューより選択 

29.  行政区域_市区町村名 ● ● 自由入力 

30.  起点側位置_緯度 ●  テキスト入力、あるいは［施設位置

を選択］クリックし、地図から選択 

（4-1（2）1）（B） 参照） 

31.  起点側位置_経度 ●  テキスト入力、あるいは［施設位置

を選択］クリックし、地図から選択 

（4-1（2）1）（B） 参照） 

32.  終点（トンネル部のみ）側

位置_緯度 

  テキスト入力、あるいは［施設位置

を選択］クリックし、地図から選択 

（4-1（2）1）（B） 参照） 

33.  終点（トンネル部のみ）側

位置_経度 

  テキスト入力、あるいは［施設位置

を選択］クリックし、地図から選択 

（4-1（2）1）（B） 参照） 

34.  距離標(KP)   自由入力 

35.  上り・下り線   プルダウンメニューより選択 

36.  緊急輸送道路 ● ● プルダウンメニューより選択 

37.  自専道/一般道 ● ● プルダウンメニューより選択 

38.  照明灯具数   0~9 の値を半角数字で入力 

39.  LED 照明灯   0~9 の値を半角数字で入力 

40.  高圧ﾅﾄﾘｳﾑ灯   0~9 の値を半角数字で入力 

41.  水銀灯   0~9 の値を半角数字で入力 
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No. 項目名 必須入力

項目

（※） 

点検表記録様

式より反映さ

れる項目

（※） 

入力方法 

42.  蛍光灯   0~9 の値を半角数字で入力 

43.  ｾﾗﾐｯｸﾒﾀﾙﾊﾗｲﾄﾞﾗﾝﾌﾟ   0~9 の値を半角数字で入力 

44.  その他   0~9 の値を半角数字で入力 

45.  その他の場合の具体名   自由入力 

46.  LED 灯具の更新年   半角数字で入力 

47.  照明灯の電力料金   ラジオボタンを選択 

48.  支払いが不適切な理由   自由入力 

49.  消灯箇所の電力料金   ラジオボタンを選択 

50.  支払っている理由   自由入力 

51.  点検記録_実施年度  ● 半角数字で入力 

52.  点検記録_点検実施年月日  ● カレンダーより選択 

53.  点検記録_H26・H31 要領に

基づく損傷度判定 

  プルダウンメニューより選択 

54.  点検記録_判定区分  ● プルダウンメニューより選択 

55.  点検票記録様式   ［ファイル選択］より点検表記録

様式を選択 

（2-3-2（2）2）点検表記録様式の

登録参照） 

※ファイル名に使用できない文字

があります。詳細は 4-1（4）登録

ファイル名の使用禁止文字を参照

してください。 

56.  合いマーク実施の有無   プルダウンメニューより選択 

57.  落下防止ワイヤーの設置の

有無 

  プルダウンメニューより選択 

58.  所見等(任意)  ● 自由入力 

59.  点検・修繕_備考   自由入力 

60.  対策の要否の支柱   ラジオボタンで選択 

61.  対策の要否の横梁   ラジオボタンで選択 

62.  対策の要否の標識板等   ラジオボタンで選択 

63.  対策の要否の基礎   ラジオボタンで選択 

64.  対策の要否のその他   ラジオボタンで選択 

65.  対策の要否の施設単位   ラジオボタンで選択 

66.  作業区分 ●  ラジオボタンで選択 
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No. 項目名 必須入力

項目

（※） 

点検表記録様

式より反映さ

れる項目

（※） 

入力方法 

「作業中」を選択した場合、一般に

は公開されません。一覧表示する

場合は、一覧画面で「作業中を含

む」を選択しないと一覧に表示さ

れません。 

67.  MICHI 施設キー ●  半角英数字で入力 

※登録対象施設に紐づく道路施設

基本データ（MICHI）が存在しな

い場合は「0」を記入。 
 
 
 
③ 施設情報の入力が完了したら、画面右上に表示されている［登録］をクリックし、登録してく

ださい。 
※登録方法の詳細は、「4-1（2）2）入力内容の登録方法」を参照してください。 
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 必須入力項目で未入力、あるいは入力方法が間違っている項目がある場合は、以下のような赤

い文字でエラーメッセージが表示されます。 
必要情報を正しく入力した後、再度［登録］をクリックし、登録してください。 

 

 

図 2-104 必須入力項目未対応時のエラーメッセージ画面（例） 
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（B） 諸元一括登録 
a） 一括登録用基本諸元（CSV）を取得する 
①任意の施設を選択します。 
 図 2- 諸元情報 CSV 取得画面では例として 3 つ選択していますが、1 つでも CSV ファイル

の取得は可能です。 
 選択できる施設は 100 件までです。 

②［一括登録用基本諸元（CSV）取得］をクリックすると、CSV が出力されます。 

 

図 2-105 諸元情報 CSV 取得画面 
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b） CSV ファイルを編集する 
① CSV ファイルを開き、情報の入力を行います。 
 
【注意点】 
・一括 CSV の編集はテキストエディタまたは Excel を使用してください。 
 
・Excel で CSV ファイルを編集する場合、ファイルを開く際に値に含まれる 0 が消える可能性が

あります。CSV ファイルの開き方を参照して開き、編集を行ってください。 
 
・ファイル名に使用できない文字があります。詳細は 4-1（4）登録ファイル名の使用禁止文字を参

照してください。 
 
ファイル内のデータ編集の際は、付録「77 条調査管理機能 一括登録項目一覧」および付録「77 条

調査管理機能マスタ一覧 Ver1.0」を参照してください。 
 

 
 

 
c） 一括登録する 
 
① CSV ファイルの更新が完了したら、［基本諸元（CSV）一括登録］をクリックします。 

 

図 2-106 施設情報一括登録画面 
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② エクスプローラが開きます。先ほど編集した CSV ファイルを選択し、［開く］をクリックしま

す。 

 

図 2-107 ファイル選択画面 

 
 
③ 登録を確認するポップアップウィンドウが表示されます。 
［OK］をクリックすると登録されます。 
［キャンセル］をクリックすると登録がキャンセルされ、ポップアップウィンドウが閉じます。 

 

図 2-108 一括登録用 CSV ファイル登録確認画面 
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登録したファイルが不十分な場合は以下のようなエラー画面が表示されます。 
表示にしたがって CSV ファイルを修正し、再度登録してください。 

 

図 2-109 エラー表示 

  



120  

2） 点検表記録様式の登録 
施設の新規登録時に点検表記録様式を登録することができます。 
 

（A） 点検表記録様式ファイル 様式の概要 
点検表記録様式の登録では、様式本体（Excel ファイル）を添付します。 

 2 巡目（2019（R1）年度以降）の点検を実施した施設の点検表記録様式を登録する場

合 
⇒「77 条調査報告用様式（国土交通省 道路局ホームページ 「道路の老朽化対策」の

参考資料として公開）」の様式ファイルを使用して下さい。 
（参考 URL：https://www.mlit.go.jp/road/sisaku/yobohozen/yobohozen.html） 
 

 1 巡目（2018（H30）年度以前）の点検実施施設の点検表記録様式を登録はできませ

ん。  

 

図 2-110 点検表記録様式 参考資料について 

 



121  

 

図 2-111 横断歩道橋記録様式 様式１ 

 

図 2-112 横断歩道橋記録様式 様式 2 
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図 2-113 門型標識等記録様式 様式 1 

 

 

図 2-114 門型標識等記録様式 様式 2 
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登録に使用する様式ファイルの注意点は以下の通りです。 
 点検表記録様式ファイルの保存、入力方法 

 点検表記録様式ファイルの拡張子は「.xlsx」です。 
 本システムでは、点検表記録様式ファイルに入力された情報の一部を読み込み、データベ

ースに登録するしくみになっています。 
そのため、点検実施年度に応じて以下に記載した Excel ファイルを必ず利用して下さい。

（以下ⅰ、ⅱのどちらかを選択ください。） 
i. 「77 条調査報告用様式（国土交通省 道路局ホームページ 「道路の老朽化対策」の

参考資料として公開）」 
ii. 「従来の様式（H26 定期点検要領（技術的助言）に基づく様式）」 

 決められたセルに、所定の項目が所定の書式で入力されていることが重要となります。カ

スタマイズされた様式でも、公開されている点検表記録様式ファイルの各セルを完全に再

現していれば、登録可能です。しかし、行や列を追加・削除した場合、必ずエラーとなり

ますのでご注意ください。 
 特定セルの所定の書式は、各定期点検要領（技術的助言）や記録様式作成にあたって

の参考資料に掲載されている記入例も参考にして下さい。

（https://www.mlit.go.jp/road/sisaku/yobohozen/yobohozen.html） 
 施設の種類によって同じ項目（点検実施年月日や緯度経度など）でも書式が異なる場合が

あります。 
 点検表記録様式ファイルは、複数に分割されていても問題ありませんが、容量の関係上、

１ファイル 50MB 以下にして下さい。 
 点検表記録様式のファイル名は、付録「定期点検要領（技術的助言）点検表記録様式のフ

ァイル名・シート名の命名規則」に基づいたファイル名（路線名_施設名.xlsx）でなくて

も登録できますが、できるだけ命名規則に基づいたファイル名を付けるようにしてくださ

い。なお、ファイル名の文字数制限は、拡張子を含め 60 文字です。 
 ファイル名に使用できない文字があります。詳細は 4-1（4）登録ファイル名の使用禁止文

字を参照してください。 
  

 点検表記録様式ファイルのシート名の付け方 
 シート名は、「定期点検要領（技術的助言）点検表記録様式のファイル名・シート名の命名

規則」に基づいたシート名（例：「歩道橋様式 1P001」、「歩道橋様式 2P001」等）として下

さい。 
 シート名に空白（半角、全角とも）が含まれている場合は登録できません。余分な空白の

混入に十分注意して下さい。特に、付録の例示では“様式”と“1P”の間に半角の空白が

あるように見えますが、空白が無いのが正解ですので空白を挿入しないで下さい。 
 シート名の「○○○様式 1PXXX」「○○○様式 2PXXX」の XXX 部分は半角数値として下

さい。 
 隠しシートがある場合は削除して下さい。隠しシートのシート名も命名規則に則している

かエラーチェックの対象となります。則していない場合はエラーとなります。 

https://www.mlit.go.jp/road/sisaku/yobohozen/yobohozen.html
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（B） 点検表記録様式の登録（施設追加時） 
データ入力画面を下にスクロールし、点検表記録様式の欄にある［ファイル選択］をクリックし

ます。 

 

図 2-115 点検表記録様式 ［ファイル選択］選択画面 

 

選択すると、エクスプローラーが開きます。 
登録したい点検記録様式ファイルがあるフォルダへ移動してください。 
① 登録したい点検表記録様式ファイルを指定し、②［開く］をクリックします。 

 

図 2-116 点検記録様式ファイル選択画面 
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選択されたファイルが以下のように表示されます。  
※ファイル名に使用できない文字があります。詳細は 4-1（4）登録ファイル名の使用禁止文字を参

照してください。 

 

図 2-117 選択ファイル確認画面 

 
添付ファイルにエラーがある場合、以下のような画面が表示されます。 
ファイル内容を修正し、再度登録を行ってください。 

 

図 2-118 例）点検実施年月日が間違っている場合のエラー表示 
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また、点検表記録様式ファイルを登録することで、入力項目の一部を自動反映させることができま

す。反映される項目は、項目名の右に「※」が表示されているものです。 
 

 

図 2-119 自動反映例 
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（3） 削除機能 
施設情報や点検表記録様式を削除することができます。 

 
1） 施設情報の削除 
① 削除したい施設を検索します。 
② 削除したい施設の［編集］をクリックします。 

 

図 2-120 施設削除 編集アイコン選択画面 

 
③ ［削除］をクリックします。 

 

図 2-121 施設削除画面 
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削除を実行するか確認するポップアップウィンドウが表示されます。 
［OK］をクリックすると施設情報が削除され、一覧画面に戻ります。 
［キャンセル］をクリックするとポップアップウィンドウが閉じます。 
※施設情報を削除すると、情報を元に戻すことはできません。削除実行の際は十分に留意してくだ

さい。 

 

図 2-122 施設削除 確認画面 
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2） 点検に関するデータの削除 
点検実施年度が最新の場合に限り、点検に関するデータの削除を行うことができます。 
 
① 対象となる施設を検索し、［編集］アイコンをクリックします。 

 

図 2-123 点検表記録様式削除 編集アイコン選択画面 

 
② ［詳細］をクリックします。 

 

図 2-124 点検表記録様式削除 詳細選択画面 

 
 
点検情報を削除⇒「2-3-2（3）2）（A）点検情報の削除」へ進んでください。 
点検表記録様式を削除⇒「2-3-2（3）2）（B）点検表記録様式の削除」へ進んでください。 
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（A） 点検情報の削除 
削除したい点検情報の①［選択］欄にチェックを付け、②［削除］をクリックします。 

 

図 2-125 点検情報の削除 

③ 削除を実行するか確認するポップアップウィンドウが表示されます。 
［キャンセル］をクリックするとポップアップウィンドウが閉じます。 

 

図 2-126 削除実行確認画面 
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［OK］をクリックすると施設情報が削除され、以下の画面に戻ります。 

 

図 2-127 点検情報削除後画面 

 
（B） 点検表記録様式の削除 

① 削除したい点検表記録様式を含む点検情報の［編集］アイコンをクリックします。 

 

図 2-128 点検情報編集アイコン選択画面 
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登録されている点検ファイルのうち、削除したいものの選択欄（①）にチェックを入れ、②［削除］

をクリックします。 

 

図 2-129 点検表記録様式 削除 

 
削除を実行するか確認するポップアップウィンドウが表示されます。 
［キャンセル］をクリックするとポップアップウィンドウが閉じます 

 

図 2-130 点検表記録様式 削除確認画面 
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［OK］をクリックすると、元の画面に戻ります。 

 

図 2-131 点検表記録様式削除後画面 
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2-4 横断歩道橋カルテ等管理機能 
注意：この機能は、対象施設選択の際［横断歩道橋］を選択した場合のみ使用可能な機能です。 

 
2-4-1 検索・閲覧 
（1） 一覧表示 
横断歩道橋カルテの及び定期点検のデータの一覧を表示させるには、①［横断歩道橋カルテ

等］をクリックしたあと、②［一覧表示］をクリックします。 

 

図 2-132 一覧表示選択画面 

③に検索条件を入力し、④［検索］をクリックします。 
※検索条件は全て埋める必要はありません。必要に応じて入力し、絞り込んでください。 
 検索枠は画面の倍率により見た目が変わる場合があります。倍率の調整をお願いいたします。 

  

図 2-133 一覧表示 検索条件入力画面 

 



135  

検索条件に一致する施設が一覧表示されます。 

  

図 2-134 横断歩道橋カルテ等管理機能 一覧表示画面 

 

表 2-30 一覧表示画面の各機能 

項目名 説明 
①検索条件入力枠 検索に必要な情報を入力します。 
②［検索］ クリックすると、入力した情報に対応したデータの一覧が表示

されます。 
③［リセット］ 入力した検索条件が消え、はじめの状態に戻ります。 
④［CSV 出力］ 検索結果一覧を出力します。 
⑤行数を指定 画面上に表示するデータの行数を 10、25、50 から指定しま

す。 
⑥表の左端へ移動 一覧表示された表の左端を閲覧できます。 
⑦左へ移動 表の左方向へ移動します。 
⑧右へ移動 表の右方向へ移動します。 
⑨表の右端へ移動 一覧表示された表の右端を閲覧できます。 
⑩ページ数表示 検索条件に該当する施設一覧のページ数を示します。 
⑪データ件数表示 検索条件に該当する施設数を示します。 
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横断歩道橋カルテ等管理機能で使用できる機能は以下の通りです。 
 

 

図 2-135 横断歩道橋カルテ等管理機能の各機能 

表 2-31 横断歩道橋カルテ等管理機能の各機能 

項目名 説明 
① データ出力 検索条件に一致する施設のデータを出力します。 
② 詳細表示 施設の詳細を表示します。 
③ 帳票出力 施設の帳票を出力します。 
④ 地図表示 施設を地図上に表示します。 
⑤ 過去の点検調書 過去の点検調書をダウンロードします。 
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1） データ出力 

プルダウンメニューより、「親表のデータ（基本諸元）および子・孫表のデータを抽出」「親表

のデータ（基本諸元）のみを抽出」のどちらかを選択します。 

  

図 2-136 データ出力条件選択画面 

 

 

図 2-137 データ抽出範囲選択画面 

  



138  

添付ファイルが不要な場合は、［CSV 出力］をクリックしてください。 
データが出力されます。 
 
添付ファイルが必要な場合は★で示されたチェックボックスにチェックを入れ［CSV 出力］をク

リックすると、添付ファイルも共に出力されます。 

 

図 2-138 データ出力画面 

 
出力されるファイル名は、「横断歩道橋カルテと定期点検結果 yyyymmdd」です。 
 
 
  



139  

2） 詳細表示 
対象とするデータの［詳細］欄下のアイコンをクリックします。 

『カルテ』についての詳細を閲覧したい場合は①、『点検』について閲覧したい場合は②のアイコ

ンをクリックします。 

  

図 2-139 詳細表示アイコン選択画面 

詳細表示画面に移動します。 
 

 

図 2-140 詳細表示画面の一部（カルテ） 
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図 2-141 詳細表示画面の一部（点検） 

 
［詳細］をクリックすると、施設の詳細データを閲覧することができます。 

 

図 2-142 詳細表示画面例（基本１） 
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3） 帳票出力 
目的の施設の［様式］欄下のアイコンをクリックします。 

 

 

図 2-143 様式アイコン選択画面 

 
［カルテ］、［点検］のうち出力したいものをクリックします。 

 

図 2-144 帳票出力対象選択画面 
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帳票データがエクセルファイルで出力されます。 
出力されるファイル名は以下の通りです。 
 

表 2-32 帳票出力により取得できる xlsx ファイル名 

項目名 ファイル名 
カルテ カルテ_yyyymmdd.xlsx 
点検 定期点検_yyyymmdd.xlsx 

 

 

4） 地図表示 
検索条件に該当する施設の一覧から目的となる施設の［地図］欄下のアイコンをクリックしま

す。 
 

 

図 2-145 地図アイコン選択画面 
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施設の位置が地図上に表示されます。 
※こちらは後述する「2-4-1（2）地図表示」と同様の画面です。 

 

図 2-146 地図表示画面 

 
5） 過去の点検調書ダウンロード 
一覧表示画面より［過去の点検調書］をクリックします。 
 

 

図 2-147 過去の点検調書ダウンロードボタン選択画面 
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ファイル選択画面が表示されます。 

 

図 2-148 ファイル選択画面 

 
 
※ファイル数が多いフォルダは、表示に時間がかかります。メッセージ「ページは応答してません」

が出力されても問題ありませんので、ファイルが表示するまでお待ちください。 
 

 

図 2-149 ファイル数が多いフォルダの表示 
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➀ダウンロードしたいファイルをクリックすると［ダウンロード］ボタンが表示されます。 
②［ダウンロード］をクリックすると選択したファイルがダウンロードされます。 
 
【注意】登録権限のない組織（局・事務所等）のフォルダにはアクセスできません。 
 

 

図 2-150 ファイルダウンロード画面 

 
 

 
（2） 地図表示 
横断歩道橋カルテ及び定期点検のある施設を地図上に表示させるには、①［横断歩道橋カルテ

等］をクリックしたあと、②［地図表示］をクリックします。 
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図 2-151 地図表示選択画面 

 
③～⑤に検索条件を入力し、⑥［検索］をクリックします。 
※検索条件は全て埋める必要はありません。必要に応じて入力し、絞り込んでください。 

 

図 2-152 地図表示 検索条件入力画面 

 
検索条件に一致する施設が地図上に表示されます。 

 

図 2-153 地図表示 検索後画面例 
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1） 地図表示画面の各機能 
 地図表示画面の各機能を以下に記します。 

 

図 2-154 地図表示画面の各機能 

 

表 2-33 地図表示画面の各機能 

項目名 説明 
①検索条件入力枠 検索条件を入力できます。 
②［検索］ 検索を開始します。 
③［リセット］ 入力している検索条件を消し、最初の状態に戻り

ます。 
④クラスタ表示 対象施設が密集している場合に表示されます。ク

リックすると周辺地図が拡大されます。 
⑤アイコン 検索条件に該当する施設を表示します。 
⑥［一覧表示へ］ 一覧表示へ移行します。 
⑦広域・詳細表示 ＋を押すと縮尺が大きくなり、詳細を表示しま

す。 
－を押すと縮尺が小さくなり、広域を表示しま

す。 
バーを上下に動かすことでも調整ができます。 

⑧マップ種類変更 背景となるマップの種類を変更できます。 
⑨広域地図 現在表示されているマップの範囲がわかります。

右下の矢印をクリックすると縮小化することがで

きます。 
 
※操作方法の詳細は「4-1（1）地図表示の基本機能・基本操作」を参照してください。 
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2） 施設のデータ閲覧方法について 
地図上のアイコンをクリックすると、施設の概要が閲覧できます。概要に示される項目は以下

のとおりです。 

表 2-34 施設概要表示項目 

項目名 
施設 ID 
横断歩道橋番号 
歩道橋名 
路線名 
橋長(m) 
管理者名 
管理事務所名 
出張所 
点検年度 
判定区分 

 

 

図 2-155 地図表示 アイコン選択画面 

 ［詳細（カルテ）］をクリックすると、カルテに関する詳細表示のページに移動しま

す。（「2-4-1（1）2）詳細表示」と同様） 
 ［詳細（定期点検）］をクリックすると、定期点検についての詳細表示のページに移

動します。（「2-4-1（1）2）詳細表示」と同様） 
 ［様式出力］をクリックすると、選択したデータの様式がダウンロードされます。（「2-

4-1（1）3）帳票出力」と同様） 
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2-4-2 定期点検・カルテ入力システム（横断歩道橋）ダウンロード  
カルテや定期点検結果を作成する為の定期点検・カルテ入力システムをダウンロードします。

データ登録権限のある道路管理者・点検業者ともにダウンロード可能です。 
定期点検・カルテ入力システムに取り込む初期データの取得については、2-4-3 MDB ファ

イル出力（定期点検・カルテ入力システム初期データ作成）を参照してください。 
 

① 横断歩道橋カルテ等管理機能を選択し、［MDB 出力］をクリックします。 

 

図 2-156 ［MDB 出力］選択画面 

 
② ［定期点検・カルテ入力システム（横断歩道橋）ダウンロード］をクリックするとインストー

ラを含む zip ファイルがダウンロードされます。ファイルを解凍しインストールしてください。 

 

図 2-157 ［定期点検・カルテ入力システム（横断歩道橋）ダウンロード］画面 
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2-4-3 MDB ファイル出力（定期点検・カルテ入力システム初期データ作成） 
定期点検・カルテ入力システム（横断歩道橋）で利用する初期データを出力します。 
カルテや定期点検結果を作成する場合は、必ず本機能で初期データを作成し、定期点検・カ

ルテ入力システム（横断歩道橋）に取り込んでください。 
 

③ 横断歩道橋カルテ等管理機能を選択し、［MDB 出力］をクリックします。 

 

図 2-158 ［MDB 出力］選択画面 

以下の画面が表示されます。 

 

図 2-159 MDB 出力画面の各機能 
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MDB 出力画面の機能は以下の通りです。 

表 2-35 MDB 出力画面の機能 

項目名 説明 
①地方整備局・事務所入力枠 対象施設を管理する地方整備局および事務所を

選択します。 
②［検索］ 検索を開始します。 
③［リセット］ 入力している➀の条件を消し、最初の状態に戻

ります。 
④［施設追加］ 一覧にない施設を一覧に追加します。 
⑤［MDB 出力］ 選択した施設の MDB ファイルを出力します。 
⑥［定期点検・カルテ入力シ

ステム（横断歩道橋）ダウン

ロード］ 

定期点検・カルテ入力システム（横断歩道橋）

のインストーラーをダウンロードします。 
※2-4-2 定期点検・カルテ入力システム（横断歩

道橋）ダウンロード参照 
 
 
 

（1） 横断歩道橋マスタから対象施設を選んで出力する 
① 対象の施設を管理している地方整備局・事務所を選択します。 

※登録権限のある事務所のみ選択肢（プルダウンメニュー）に表示されます。 

 
図 2-160 管理者選択画面 例）青森河川国道事務所 
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② ［検索］をクリックします。 

 
図 2-161 MDB ファイル検索画面 

 
 

③ MDB ファイルを出力したい施設を選択します。 
※この一覧は MDB ファイルを作成するための横断歩道橋マスタで、カルテ・定期点検結果の

データ（2-4-1（1）一覧表示で表示する施設）とはリンクしていません。 
この一覧にない場合は、2-4-3（2）横断歩道橋マスタに新たな施設を追加するを参照し、横断

歩道橋マスタに新しい横断歩道橋を追加してください。 
 

 
図 2-162 施設選択画面 
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④ ［MDB 出力］をクリックすると、選択した施設の MDB ファイルがダウンロードされます。 

 
図 2-163 MDB ファイルダウンロード画面 

 
 
出力した MDB ファイルを定期点検・カルテ入力システム（横断歩道橋）に取り込み、一括登録用

ファイルを作成してください。 
作成方法は「定期点検・カルテ入力システム（横断歩道橋）」をご確認ください。 
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（2） 横断歩道橋マスタに新たな施設を追加する 
横断歩道橋マスタに対象施設が含まれていない場合は、施設追加を行ってください。定期

点検・カルテ入力システム（横断歩道橋）システム上で新たな施設追加はできません。 
施設を追加した後は、2-4-3（1）を参照し、MDB ファイルを出力してください。 
 

① 対象の施設を管理している地方整備局・事務所を選択します。 
※登録権限のある事務所のみ選択肢（プルダウンメニュー）に表示されます。 

 

図 2-164 管理者選択画面 例）青森河川国道事務所 

 
② ［施設追加］をクリックします。 

 

図 2-165 ［施設追加］選択画面 
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③ 施設情報を入力します。 
※全て必須入力項目です。 

 

図 2-166 MDB ファイル情報入力画面 
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表 2-36 MDB ファイル入力項目 

No. 項目名 必須入力項目

（※） 
入力方法 

1.  横断歩道橋管理番号 ● 自動採番（編集不可） 
2.  横断歩道橋番号 ● 自動採番（編集不可） 
3.  地整コード ● 編集不可 
4.  地方整備局 ● 編集不可 
5.  事務所コード ● 編集不可 
6.  事務所 ● 編集不可 
7.  都道府県コード 

● 編集不可（No.8 都道府県と紐づき自動で変

更） 
8.  都道府県 ● プルダウンメニューより選択 
9.  歩道橋名 

● 自由入力 
例）〇〇横断歩道橋 

10.  名称フリガナ 
● 自由入力（歩道橋名の半角フリガナ） 

ﾏﾙﾏﾙｵｳﾀﾞﾝﾎﾄﾞｳｷｮｳ 
11.  路線 

● 半角数字 4 桁 
例）0004 

12.  路線名称 
● 自由入力 

例）一般国道 4 号 現道 
13.  施設完成年 

● 西暦 4 桁を半角数字で入力 
例）2020 

14.  架設竣工年 
● 西暦 4 桁を半角数字で入力 

例）2020 
15.  百米標 自 

● 半角数字で入力 
例）629.4 

16.  距離 自 
● 半角数字で入力 

例）50 
17.  初期登録日付 ● 編集不可 
18.  修正日付 ● 編集不可 
19.  北緯 

● 

テキスト入力、あるいは［施設位置を選

択］クリックし、地図から選択。 
（4-1（2）1）（B）参照） 
※［施設位置を選択］で位置情報を入力し

た場合は、「橋梁 ID」が自動登録されま

す。 
テキストで直接入力した場合は、「橋梁

ID」は自動登録されませんので、手動で入

力してください。 

20.  東経 

● 

21.  橋梁 ID 
● 半角数字で入力 

例）40.38361,141.25239 
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④ ［登録確認］をクリックします。 

 

図 2-167 ［登録確認］画面 

 
⑤ 入力した内容を確認します。 

内容に問題がなければ、［登録］をクリックします。 
［戻る］をクリックすると、MDB ファイル情報入力画面に戻ります。 

 

図 2-168 ［登録］画面 
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⑥ 登録を確認するポップアップウィンドウが表示されます。 
［OK］をクリックすると、MDB ファイルが登録され、出力可能になります。 
※カルテ・定期点検結果のデータ（2-4-1（1）一覧表示で表示する施設）には登録されません。 
［キャンセル］をクリックすると登録がキャンセルされ、ポップアップウィンドウが閉じます。 

 

図 2-169 MDB ファイル情報登録画面 

 
登録完了後は、2-4-3（1）を参照し、MDB ファイルを出力してください。 
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 ［施設追加］から横断歩道橋マスタに追加した施設は、登録内容の更新・削除をすることが可

能です。（詳細欄にアイコンが表示されます。） 
 

 

図 2-170 横断歩道橋マスタ 詳細アイコン 

 

 

図 2-171 横断歩道橋マスタ 更新・削除画面 
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更新が可能な項目は以下の通り。 

表 2-37 更新可能な項目 

No. 項目名 更新可能な項目 入力方法 
1.  横断歩道橋管理番号  自動採番（編集不可） 
2.  横断歩道橋番号  自動採番（編集不可） 
3.  地整コード  編集不可 
4.  地方整備局  編集不可 
5.  事務所コード  編集不可 
6.  事務所  編集不可 
7.  都道府県コード  編集不可（No.8 都道府県と紐づき自動で変

更） 
8.  都道府県  プルダウンメニューより選択 
9.  歩道橋名 

● 自由入力 
例）〇〇横断歩道橋 

10.  名称フリガナ 
● 自由入力（歩道橋名の半角フリガナ） 

ﾏﾙﾏﾙｵｳﾀﾞﾝﾎﾄﾞｳｷｮｳ 
11.  路線  半角数字 4 桁 

例）0004 
12.  路線名称 

● 自由入力 
例）一般国道 4 号 現道 

13.  施設完成年 
● 西暦 4 桁を半角数字で入力 

例）2020 
14.  架設竣工年 

● 西暦 4 桁を半角数字で入力 
例）2020 

15.  百米標 自 
● 半角数字で入力 

例）629.4 
16.  距離 自 

● 半角数字で入力 
例）50 

17.  初期登録日付  編集不可 
18.  修正日付  編集不可 
19.  北緯 

● 

テキスト入力、あるいは［施設位置を選

択］クリックし、地図から選択。 
（4-1（2）1）（B）参照） 
※［施設位置を選択］で位置情報を入力し

た場合は、「橋梁 ID」が自動登録されま

す。 
テキストで直接入力した場合は、「橋梁

ID」は自動登録されませんので、手動で入

力してください。 

20.  東経 

● 

21.  橋梁 ID 
● 半角数字で入力 

例）40.38361,141.25239 
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2-4-4 施設追加・更新・追加・削除 
施設追加・更新・追加・削除をすることができます。 
登録・更新・削除が完了したら、一覧表示画面から対象の施設を検索して結果を確認してください。 
 
① ［横断歩道橋カルテ等］を選択します。 
② ［一覧表示］をクリックすると、以下の画面が表示されます。 

 

図 2-172 一覧表示選択画面 

③ ［検索］をクリックすると、検索条件に該当する施設が一覧表示されます。 

 

図 2-173 一覧表示 検索画面 
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「定期点検・カルテ入力システム（横断歩道橋）」で作成されるデータを一括追加することができ

ます。 
 
（1） 施設追加・更新・追加 
1） 登録するファイルを作成する 
① 登録するファイルは、「定期点検・カルテ入力システム（横断歩道橋）」で作成します。 

 
② 道路附属物データベースに追加したい施設のデータをまとめて zip ファイルを作成します。 

 
【データ作成時の注意点】 
(ア) カルテデータは、 

・ 同じ横断歩道橋管理番号で、帳票更新年月日の年度が同じ年度のデータを再登録した場合

は、上書き登録されます。 
・ 同じ横断歩道橋管理番号で、帳票更新年月日の年度が異なる年度のデータを登録した場合

は、最新の年度のカルテのみ表示され、それ以外の年度のカルテは表示されなくなります。 
・ 「定期点検・カルテシステム（横断歩道橋）」でカルテを作成する際、帳票更新年月日は作

業した日が最新の年月日となるため、過去の年度でのカルテデータを作成・登録することは

できません。 
 
(イ) 定期点検データは、 

・ 同じ横断歩道橋管理番号で、点検年月日の年度が同じ年度のデータを再登録した場合は、上

書き登録されます。 
・ 同じ横断歩道橋管理番号で、点検年月日の年度が異なる年度のデータを登録した場合は、最

新の年度の点検結果が表示されますが、それ以外の年度の点検結果もその年度で検索する

ことで表示できます。 
 
(ウ) 道路附属物 DB からダウンロードした MDB ファイルを定期点検・カルテ入力システム（横断

歩道橋）に取り込み、作成したデータしか登録できません。 
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(エ) データ作成の流れや主な留意点は以下のとおりです。 

 
 
【過去の年度の点検結果を登録するときの注意点】 
■パターン１：DB に未登録の歩道橋について、2023 年度点検結果を登録後、同じ歩道橋の 2018

年度点検結果を登録する場合 
【2023 年度点検結果の登録】 

・ カルテデータを作成…① 
・ 2023 年度定期点検データを作成…② 
・ ①②を DB に登録 

【2018 年度点検結果の登録】 
・ カルテデータは①を利用（改めて作成は不要）…③ 
・ 2018 年度定期点検データを作成…④ 
・ ③④を DB に登録 

その際、カルテは、同じ横断歩道橋管理番号で帳票更新年月日の年度が同じ年度の①が既に

DB に登録されているため、上書き登録となる。 
 

 
  

R5定期点検・カルテ
入力システム
（横断歩道橋）

インストール

●道路附属物DB

●デスクトップ

入力用MDB
ファイル

ダウンロード

カルテの解凍データ

定期点検の解凍データ

※道路管理者・点検業者
ともに可能

ス
テ
ッ
プ
１

●デスクトップ

カルテの解凍データ

定期点検の解凍データ

インポート

各自必要な項目を入力

※入力用MDBファイルには
DBに登録されている全項
目は入っていない

(CSV,Excel,Image,MDBフォルダ)

(CSV,Excel,Image,MDBフォルダ)

ス
テ
ッ
プ
２

※新規施設のデータを
作成する場合は、最
初にその施設のMDB
ファイルをDB上で作
成し、そのMDBを元
にシステムで作成。

（これまでのように、
入力システム上で新
規施設の追加はでき
ない）

横断歩道橋カルテMDB.zip
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■パターン２：DB に未登録の歩道橋について、2018 年度点検結果を登録後、同じ歩道橋の 2023
年度点検結果を登録する場合 

【2018 年度点検結果の登録】 
・ カルテデータを作成…① 
・ その際に記載する諸元等は、記入作業時点の情報を記載（履歴に、2018 年度点検結果も記

載） 
・ 2018 年度定期点検データを作成…② 
・ ①②を DB に登録 

【2023 年度点検結果の登録】 
・ カルテデータは①を利用（改めて作成は不要）…③ 
・ 2023 年度定期点検データを作成…④ 
・ ③④を DB に登録 

その際、カルテは、同じ横断歩道橋管理番号で帳票更新年月日の年度が同じ年度の①が既に

DB に登録されているため、上書き登録となる。 
 

 
 
 
■パターン３：DB に登録済歩道橋（2022 年度点検結果）で、2017 年度点検結果を登録する場合 
【2017 年度点検結果の登録】 

・ カルテデータを作成…① 
・ その際に記載する諸元等は、記入作業時点の情報を記載（履歴に、2017 年度点検結果も記

載） 
・ 2017 年度定期点検データを作成…② 
・ ①②を DB に登録 

その際、カルテは、DB に登録済の 2022 年度時点のカルテデータより年度が新しい①を登

録するため、DB では①が表示され、DB に登録されていた 2022 年度時点のカルテデータ

は表示されなくなる 
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【zip ファイルを作成時の注意点】 
(ア) 「カルテ」は必須登録です。「定期点検」のみ登録することはできません。 

 「カルテ」のみ⇒〇 
 「カルテ」と「定期点検」フォルダ⇒〇 
 「定期点検」のみ⇒× 

 
(イ) カルテ/定期点検フォルダ以下の、 

・Image フォルダ 
・MDB フォルダ 

を zip ファイルにしてください。 
※その他のフォルダを共に zip 化しても問題はありませんが、Image フォルダ、MDB フォル

ダ以外のフォルダおよびファイルは登録されません。 

表 2-38 登録ファイル一覧 

項目名 フォルダ名 作成する zip ファイル 
(ファイル名は任意) 

カルテ Image 
カルテ.zip MDB 

定期点検 Image 
定期点検.zip MDB 

 

 

図 2-174 zip ファイル構成例 

 
(ウ) 「カルテ」フォルダ、「定期点検」フォルダ毎に zip ファイルを作成してください。 
(エ) zip ファイルのファイル名は任意とします。 

※ファイル名に使用できない文字があります。詳細は 4-1（4）登録ファイル名の使用禁止文字

を参照してください。 
(オ) zip ファイルの容量は 1GB 以下としてください。 
(カ) 「カルテ」フォルダ、「定期点検」フォルダ内のファイル名は、「横断歩道橋定期点検・カルテ

入力システム」で出力したファイル名から変更しないでください。 
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2） 一括登録する 
① ［一括登録］をクリックします。 

 

図 2-175  ［一括登録］選択画面 

 
② ［ファイルを選択］をクリックすると、エクスプローラが開きます。 

 

図 2-176 登録する zip ファイルの選択 
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③ ファイルを選択すると、選択した zip ファイル名が表示されます。 
④ ［確認］をクリックします。 

 

図 2-177 ［確認］選択画面 

 
 
⑤ 登録内容確認画面が表示されます。内容を確認し、問題なければ［登録］をクリックします。 

 

図 2-178 登録内容確認画面 
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※内容に登録上問題がある場合はエラーが表示されます。 
 修正してから再度登録してください。 

 

図 2-179 エラー画面 

 
 
 
登録が完了すると以下の通りポップアップウィンドウが表示されます。 

 

図 2-180 登録完了画面 
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（2） 削除 
登録済の『カルテ』や『定期点検』のデータを削除します。 
削除が完了したら、一覧表示画面から対象の施設を検索して結果を確認してください。 
 
①一覧表示画面より、削除したいデータが登録されている施設を検索します。 
②削除したい『カルテ』あるいは『定期点検』の［詳細アイコン］をクリックします。 

 

図 2-181 詳細アイコン選択画面 

 
③［削除］をクリックします。 

 

図 2-182 ［削除］選択画面 
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④削除を確認するポップアップウィンドウが表示されます。 
 ［OK］をクリックするとデータが削除されます。 
 ［キャンセル］をクリックするとポップアップウィンドウが閉じます。 

 

図 2-183 削除確認画面 
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2-5 道路施設基本データ等管理機能 
2-5-1 検索・閲覧 
（1） 一覧表示 
道路基本台帳等のデータの一覧を表示させるには、①［道路施設基本データ］をクリックしたあ

と、②［一覧表示］をクリックします。 

 

図 2-184 表示方法選択画面 

  



172  

③の各欄に情報を入力し、④［検索］をクリックします。 
※検索時の注意 
 「出張所」は「事務所」選択後に選択できます。 
 Web ブラウザの表示倍率により、検索枠等の見た目（表示倍率による位置のズレ等）が変わ

ることがあります。適切に表示されていない場合には、Web ブラウザの設定で表示倍率を調

整してください。 
 

  

図 2-185 検索条件入力画面［横断歩道橋］ 

  

図 2-186 検索条件入力画面［標識、照明施設等］ 
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検索結果が一覧となって表示されます。

 

図 2-187 一覧表示画面 
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一覧表示画面の各機能は以下のとおりです。 
 

 

図 2-188 一覧表示画面の各機能 

 

表 2-39 一覧表示画面の各機能 

項目名 説明 
① 検索条件入力枠 検索に必要な情報を入力します。 
②［検索］ クリックすると、入力した情報に対応したデータの一覧が表示され

ます。 
③［リセット］ 入力した検索条件が消え、はじめの状態に戻ります。 
④［CSV 出力］ 検索結果一覧を CSV で出力します。 
⑤ 行数を指定 画面上に表示するデータの行数を 10、25、50 から指定します。 
⑥ 表の左端へ移動 一覧表示された表の左端を閲覧できます。 
⑦ 左へ移動 表の左方向へ移動します。 
⑧ 右へ移動 表の右方向へ移動します。 
⑨ 表の右端へ移動 一覧表示された表の右端を閲覧できます。 
⑩ページ数表示 検索条件に該当する施設一覧のページ数を示します。 
⑪データ件数表示 検索条件に該当する施設数を示します。 
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本画面では下表に示す 4 項目の機能が利用可能です。 
 

表 2-40 一覧表示時に利用可能な機能 

項目名 説明 
① データ出力 検索条件に一致する施設のデータを出力します。 
② 詳細表示 施設の詳細を表示します。 
③ 帳票出力 帳票を csv ファイルで出力します。 
④ 地図表示 施設を地図上に表示します。 

 
 

 

図 2-189 一覧表示 機能説明 
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1） データ出力 
プルダウンメニューより、「親表のデータ（基本諸元）および子・孫表のデータを抽出」「親表

のデータ（基本諸元）のみを抽出」のどちらかを選択します。 

 

図 2-190 データ出力条件選択画面 

 

 

図 2-191 データ抽出範囲選択画面 
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台帳のイメージ（画像ファイル）が不要な場合は、［CSV 出力］をクリックしてください。 
データが出力されます。 
 
イメージ（画像ファイル）が必要な場合は★で示されたチェックボックスにチェックを入れ

［CSV 出力］をクリックすると、画像ファイルも共に出力されます。 
 
※基本諸元のみを出力する場合は、「イメージ（画像ファイル）も出力」を選択できません。 
※対象件数が多いと出力に時間が掛かるため、一度に 10 件程度を目安としてください。 

 

図 2-192 データ出力画面 
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データ出力により取得できる zip ファイル名は以下の通りです。 

表 2-41 データ出力により得られる zip ファイル名 

施設選択 工種選択 zip ファイル名 
横断歩道橋  横断歩道橋基本

(D030) 
D030 横断歩道橋台帳

yyyymmdd.zip 
標識、照明施設等 照明基本（E020） E020 道路照明台帳 yyyymmdd.zip 

標識基本（E050） E050 道路標識台帳 yyyymmdd.zip 
情報板基本(E060) E060 道路情報板台帳

yyyymmdd.zip 
 

表 2-42 データ出力により得られるファイル （D030 横断歩道橋台帳 yyyymmdd.zip） 

データ抽出範囲 zip ファイル解凍後のファイル 
①親表のデータ（基本諸元）および子・孫表

のデータを抽出 
D030 横断歩道橋基本.CSV 
D031 横断歩道橋図面類.CSV 
D032 横断歩道橋塗装歴.CSV 
D033 横断歩道橋補修歴.CSV 

②親表のデータ（基本諸元）および子・孫表

のデータを抽出 
添付ファイルも出力 

Image（フォルダ） 
D030 横断歩道橋基本.CSV 
D031 横断歩道橋図面類.CSV 
D032 横断歩道橋塗装歴.CSV 
D033 横断歩道橋補修歴.CSV 

③親表のデータ（基本諸元）のみを抽出 D030 横断歩道橋基本.CSV 

表 2-43 データ出力により得られるファイル （E020 道路照明台帳 yyyymmdd.zip） 

データ抽出範囲 zip ファイル解凍後のファイル 
①親表のデータ（基本諸元）および子・孫表

のデータを抽出 
E020 照明基本.CSV 
E021 照明図面類.CSV 
E022 照明補修歴.CSV 

②親表のデータ（基本諸元）および子・孫表

のデータを抽出 
添付ファイルも出力 

Image（フォルダ） 
E020 照明基本.CSV 
E021 照明図面類.CSV 
E022 照明補修歴.CSV 

③親表のデータ（基本諸元）のみを抽出 E020 照明基本.CSV 
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表 2-44 データ出力により得られるファイル （E050 道路標識台帳 yyyymmdd.zip） 

データ抽出範囲 zip ファイル解凍後のファイル 
①親表のデータ（基本諸元）および子・孫表

のデータを抽出 
E050 標識基本.CSV 
E051 標識各板諸元.CSV 
E052 標識図面類.CSV 
E053 標識補修歴.CSV 
E054 標識表示内容.CSV 

②親表のデータ（基本諸元）および子・孫表

のデータを抽出 
添付ファイルも出力 

Image（フォルダ） 
E050 標識基本.CSV 
E051 標識各板諸元.CSV 
E052 標識図面類.CSV 
E053 標識補修歴.CSV 
E054 標識表示内容.CSV 

③親表のデータ（基本諸元）のみを抽出 E050 標識基本.CSV 

表 2-45 データ出力により得られるファイル （E060 道路情報板台帳 yyyymmdd.zip） 

データ抽出範囲 zip ファイル解凍後のファイル 
①親表のデータ（基本諸元）および子・孫表

のデータを抽出 
E060 情報板基本.CSV 
E061 情報板図面類.CSV 
E062 情報板補修歴.CSV 

②親表のデータ（基本諸元）および子・孫表

のデータを抽出 
添付ファイルも出力 

Image（フォルダ） 
E060 情報板基本.CSV 
E061 情報板図面類.CSV 
E062 情報板補修歴.CSV 

③親表のデータ（基本諸元）のみを抽出 E060 情報板基本.CSV 
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2） 詳細表示 
対象とするデータの［詳細］欄下のマークをクリックします。 

 

図 2-193 詳細表示アイコン選択画面 

詳細表示画面に移動します。 
 
詳細表示画面で閲覧できる項目は、初めに選択した施設ごとに異なります。 

表 2-46 詳細表示分類一覧 

施設選択 工種選択 
（A）横断歩道橋 （a）横断歩道橋基本（D030） 
（B）標識、照明施設等 （a）照明基本（E020） 

（b）標識基本（E050） 
（c）情報板基本（E060） 

 
  



181  

（A） ［横断歩道橋］の詳細表示方法 
a） 工種選択［横断歩道橋基本（D030）］ 

まず、施設選択で①［横断歩道橋］を選択します。 
※横断歩道橋を選択した場合、②工種選択欄の選択肢は［横断歩道橋基本（D030）］のみとなりま

す。 

 

図 2-194 詳細表示アイコン選択画面 

 

 

図 2-195 詳細表示メニュー画面［横断歩道橋］ 
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閲覧したいデータの下部にある［▶詳細］をクリックします。 
折りたたみ表示（アコーディオン表示）が開き、施設の詳細データを閲覧することができます。 
図 2-［▶詳細］①～④をクリックした際の画面例を以下に示します。 
 

 

図 2-196 詳細①表示画面（D030 横断歩道橋基本） 

 

 

図 2-197 詳細②表示画面（D031 横断歩道橋図面類） 
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図 2-198 詳細③表示画面（D032 横断歩道橋塗装歴） 

 

図 2-199 詳細④表示画面（D033 横断歩道橋補修歴） 

 

表 2-47 詳細表示画面の各項目 

項目名 
①D030 横断歩道橋基本 
②D031 横断歩道橋図面類 
③D032 横断歩道橋塗装歴 
④D033 横断歩道橋補修歴 
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（B） ［標識、照明施設等］の詳細表示方法 
a） 工種選択［照明基本(E020)］ 

 

図 2-200 詳細表示画面［照明基本(E020)］ 

 

表 2-48 詳細表示画面の各項目 

項目名 
①E020 照明基本 
②E021 照明図面類 
③E022 照明補修歴 
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b） 工種選択［標識基本(E050)］ 

 

図 2-201 詳細表示画面［標識基本(E050)］ 

 

表 2-49 詳細表示画面の各項目 

項目名 
①E050 標識基本 
②E051 標識各板諸元 
③E052 標識図面類 
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c） 工種選択［情報板基本(E060)］ 

 

図 2-202 詳細表示画面［情報板基本(E060)］ 

 
 

表 2-50 詳細表示画面の各項目 

項目名 
①E060 情報板基本 
②E061 情報板図面類 
③E062 情報板補修歴 
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3） 帳票出力 
目的の施設の［台帳］欄下のアイコンをクリックします。 

 

図 2-203 様式アイコン選択画面 

 
帳票データがエクセルファイルで出力されます。 
出力されるファイル名は以下の通りです。 
 

表 2-51 帳票出力により取得できる xlsx ファイル名 

項目名 ファイル名 
横断歩道橋基本（D030） D030 横断歩道橋台帳_yyyymmdd.xlsx 
照明基本（E020） E020 道路照明台帳_yyyymmd.xlsx 
標識基本（E050） E050 道路標識台帳_yyyymmdd.xlsx 
情報板基本（E060） E060 道路情報板台帳_yyyymmdd.xlsx 
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4） 地図表示 
まず、検索条件に該当する施設の一覧から目的となる施設の［地図］欄下のアイコンをクリッ

クします。  

 

図 2-204 地図アイコン選択画面 

 
施設の位置が地図上に表示されます。 

  

図 2-205 地図表示画面 

 
画面及び機能についての詳細な説明は「2-5-1（2）地図表示」にて説明します。 
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（2） 地図表示 
道路施設基本データのある施設を地図上に表示させるには、①［道路施設基本データ］をクリ

ックしたあと、②［地図表示］をクリックします。 

 

図 2-206 地図表示選択画面 

③に表示させたい施設の条件を入力し、④［移動］をクリックします。 

 

図 2-207 地図表示 検索条件入力画面 
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【注意点】 
 ［事務所等］および［路線及び距離標］は、［整備局］を選択されないと選択できません。 
 ［横断歩道橋］［標識、照明施設等］の選択はこの画面からも選択可能です。 
 kp（キロポスト）を入力しないと以下のような赤字のエラーが表示されます。 

 

 

図 2-208 kp（キロポスト）未入力によるエラー表示 
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1） 地図表示画面の各機能 

  

図 2-209 地図表示画面の各機能 

地図表示画面の各機能は以下の通りです。 
 

表 2-52 地図表示画面の各機能 

項目名 説明 
①整備局・事務所等選択 整備局および事務所等をプルダウンメニューから選

択します。 
②路線・現旧区分選択、

距離標入力枠 
路線・現旧区分をプルダウンメニューから選択し、

距離標を直接入力します。 
③移動 入力した条件付近に地図を移動します 
④表示施設選択 地図上に表示する施設を選択します。各項目の色

は、表示されるアイコンの色に対応しています。 
⑤ズームレベル表示 現在のズームレベルを表示します。 
⑥アイコン 施設を表示します。 
⑦クラスタ表示 対象施設が密集している場合に表示されます。 
⑧広域・詳細表示 ＋を押すと縮尺が大きくなり、詳細を表示します。 

－を押すと縮尺が小さくなり、広域を表示します。 
バーを上下に動かすことでも調整ができます。 

⑨マップ種類変更 背景となるマップの種類を変更できます。 
⑩広域地図 現在表示されているマップの範囲がわかります。右

下の矢印をクリックすると縮小化することができま

す。 
※操作方法の詳細は「4-1（1）地図表示の基本機能・基本操作」を参照してください。 
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2） 施設のデータ閲覧方法について 
地図上のアイコンをクリックすると、施設の概要が閲覧できます。概要に示される項目は以下

のとおりです。 

表 2-53 施設概要表示項目 

項目名 
名称 
百米標 

 
 

 

図 2-210 地図表示 アイコン選択画面 

 
［詳細表示］をクリックすると、詳細表示のページに移動します。（「2-5-1（1）2）詳細表示」と

同内容です） 
［台帳をダウンロード］をクリックすると、選択したデータの様式がダウンロードされます。 
  



193  

2-5-2 施設追加・更新・削除（一括実施） 
道路施設基本データ等管理機能では、施設追加、更新、削除を一括して行うことができます。 
各地方整備局の「道路管理データベース（MICHI）」を参考に登録用データを作成してください。 
施設追加・更新・削除が完了したら、一覧表示画面から対象の施設を検索して結果を確認してくだ

さい。 
（1） 一括登録用ファイルを取得する 

① メニューリストの『道路施設基本データ』をクリックします。 
② その下に表示される『一覧表示』をクリックします。 

 

図 2-211 表示方法（一覧表示）の選択 

 
③ ［検索］をクリックすると、検索条件に該当する施設が一覧表示されます。 

 

図 2-212 一覧表示 検索画面 
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一覧表示画面における、登録に関する機能は以下の通りです。 

 

図 2-213 一覧表示 登録用機能画面 

 

表 2-54 一覧表示登録用機能一覧 

項目名 説明 
① 一括登録用データ取得 一括登録（施設追加・更新・削除）用の CSV を取得す

ることができます。 
② 一括登録用データ登録 一括登録（施設追加・更新・削除）用の CSV を登録す

ることができます。 
③ 選択 クリックするとその施設を選択できます。 

（複数選択可） 
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④ 編集・追加・削除したい施設を選択します。 
※データベースに登録されていない新たな施設を施設追加したい場合は、任意の施設を選択してフ

ァイルを取得し、そのファイルを登録用ファイルとしてお使いください。（新たな施設の施設追加用

のテンプレートファイルはございません。） 
 

(選択できる施設は 100 件までです) 
 

 

図 2-214 対象施設選択 

④ ［一括登録用データ取得］をクリックすると、zip ファイルがダウンロードされます。 

 

図 2-215 ［一括登録用データ取得］選択画面 
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zip ファイルの詳細は以下の通りです。 
 

表 2-55 一括登録用データ一覧 

施設選択 zip ファイル名 zip ファイルを解凍して 
得られるフォルダ/ファイル名 

横断歩道橋 D030 横断歩道橋台帳

yyyymmdd.zip 

Image 
D030 横断歩道橋基本.CSV 
D031 横断歩道橋図面類.CSV 
D032 横断歩道橋塗装歴.CSV 
D033 横断歩道橋補修歴.CSV 

標識、照明施設

等 

E020 道路照明台帳

yyyymmdd.zip 

Image 
E020 照明基本.CSV 
E021 照明図面類.CSV 
E022 照明補修歴.CSV 

E050 道路標識台帳

yyyymmdd.zip 

Image 
E050 標識基本.CSV 
E051 標識各板諸元類.CSV 
E052 標識図面類.CSV 
E053 標識補修歴.CSV 
E054 標識表示内容.CSV 

E060 道路情報板台帳

yyyymmdd.zip 

Image 
E060 情報版基本.CSV 
E061 情報版図面類.CSV 
E062 情報版補修歴.CSV 

 
 
（2） 一括登録用ファイルを編集する 
① ダウンロードした zip ファイルを展開します。 
② CSV ファイルを開き、内容を編集します。 

道路管理データベースデータ作成マニュアル（案）等、各地方整備局で定められた道路管理データ

ベースへの登録データの作成ルールに従い登録用データを作成してください。 
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【CSV ファイル編集時の注意点】 
(ア) 一括 CSV の編集はテキストエディタまたは Excel を使用してください。 

 
(イ) Excel で編集をする場合、ファイルを開く際に値に含まれる 0 が消える可能性があります。必

ず 4-1（3）CSV ファイルの開き方を参照して開き、編集を行ってください。 
 

(ウ) 処理区分 
入力した施設情報に対する操作にあった処理区分（A 列に記載）を入力する必要があります。 
登録済の施設と同じ施設を施設追加すると、エラーとなります。 

 

表 2-56 処理区分 

項目 内容 処理区分 
施設追加 新たに施設情報を登録する。 S 
更新 登録済のデータを編集する。 C 
削除 登録済のデータを削除する。 D 

 

 

図 2-216 CSV ファイル記載例（施設追加・更新・削除） 
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(エ) 施設追加のみ行う場合は任意で選んだ施設情報の内容を削除し、追加したい施設のデータを入

力してください。 

 

図 2-217 施設追加のみ行う場合 

 
(オ) 内容編集後、ファイルの種類は「CSV UTF-8」形式（UTF-8 の文字コード形式）で保存して

ください。 
ファイル名等は、表 2-57 に従い作成してください。 
※ファイル名に使用できない文字があります。詳細は 4-1（4）登録ファイル名の使用禁止文

字を参照してください。 
※「一括登録用データ取得」でダウンロードしたファイルはファイル名重複防止のため、連番

がついて 12 文字を越えています。12 文字以内に変更して登録してください。 
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図 2-218 ファイルの種類選択（参考） 

 
 

表 2-57 zip ファイルに圧縮するファイル名一覧 

施設選択 ファイルの内容 zip ファイルに圧縮する 
ファイル名 

備考 

横断歩道橋 

画像ファイル 半角英数 12 文字まで（拡張子

含む） 
※ 

Image フォルダ内に格納 

横断歩道橋基本 D030xxx.CSV xxx は任意 
横断歩道橋図面類. D031xxx.CSV xxx は任意 
横断歩道橋塗装歴 D032xxx.CSV xxx は任意 
横断歩道橋補修歴 D033xxx.CSV xxx は任意 

標識、 
照明施設等 

画像ファイル 半角英数 12 文字まで（拡張子

含む） 
※ 

半角英数 12 文字まで（拡

張子含む） 
※ 

照明基本 E020 xxx.CSV xxx は任意 
照明図面類 E021 xxx.CSV xxx は任意 
照明補修歴 E022 xxx.CSV xxx は任意 
画像ファイル 半角英数 12 文字まで（拡張子

含む） 
※ 

半角英数 12 文字まで（拡

張子含む） 
※ 

標識基本 E050 xxx.CSV xxx は任意 
標識各板諸元類 E051 xxx.CSV xxx は任意 
標識図面類 E052 xxx.CSV xxx は任意 
標識補修歴 E053 xxx.CSV xxx は任意 
標識表示内容 E054 xxx.CSV xxx は任意 
画像ファイル 半角英数 12 文字まで（拡張子

含む） 
※ 

半角英数 12 文字まで（拡

張子含む） 
※ 

情報版基本 E060 xxx.CSV xxx は任意 
情報版図面類 E061 xxx.CSV xxx は任意 
情報版補修歴 E062 xxx.CSV xxx は任意 
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③ 作成した CSV ファイルと、登録したい画像ファイルをまとめて zip ファイル化します。 

（zip ファイル名は任意） 
【注意】zip ファイルの容量は 1GB 以下としてください。 
※ファイル名に使用できない文字があります。詳細は 4-1（4）登録ファイル名の使用禁止文字

を参照してください。 
 

 

表 2-58 作成する zip ファイルの構成 

ファイル名（例） zip 化するフォルダ/ファイル名

（例） 

D030 横断歩道橋台帳.zip 

Image 
D030 横断歩道橋基本.CSV 
D031 横断歩道橋図面類.CSV 
D032 横断歩道橋塗装歴.CSV 
D033 横断歩道橋補修歴.CSV 

E020 道路照明台帳.zip 

Image 
E020 照明基本.CSV 
E021 照明図面類.CSV 
E022 照明補修歴.CSV 

E050 道路標識台帳.zip 

Image 
E050 標識基本.CSV 
E051 標識各板諸元類.CSV 
E052 標識図面類.CSV 
E053 標識補修歴.CSV 
E054 標識表示内容.CSV 

E060 道路情報板台帳.zip 

Image 
E060 情報版基本.CSV 
E061 情報版図面類.CSV 
E062 情報版補修歴.CSV 

※Image フォルダには画像ファイルを格納してください。 
【注意】画像ファイルのファイル名は拡張子を含めて 12 文字以内としてください。 
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（3） 一括登録する 
作成した zip ファイルを一括登録します。 
① ［一括登録用データ登録］をクリックします。 

 

図 2-219 ［一括登録用データ登録］選択画面 

 
② エクスプローラーが開きます。 
③ 登録したい zip ファイルを選択します。 
④ 登録を確認するポップアップウィンドウが表示されます。 

［キャンセル］をクリックすると登録がキャンセルされ、ポップアップウィンドウが閉じます。 
 

 

図 2-220 登録確認画面 
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⑤「OK」をクリックすると、登録内容の一部を確認するポップアップウィンドウが表示されます。 
 ［更新］をクリックすると処理区分に従ってデータが処理されます。 
 ［キャンセル］をクリックするとポップアップウィンドウが閉じます。 
 

 

図 2-221 登録内容確認画面 
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2-6 標識、照明点検記録様式管理機能 
2-6-1 検索・閲覧 
（1） 一覧表示 

ここでは、標識、照明点検記録様式のデータから検索条件にあった施設を抽出し、一覧表で閲覧

する方法を説明します。 
 
まず、施設選択を［標識、照明施設等］に変更します。 

 

 

図 2-222 施設選択画面 

 

『標識、照明点検記録様式管理機能』をクリックします。 

 

図 2-223 標識、照明点検記録様式管理機能 選択画面 
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『一覧表示』をクリックします。 

 

図 2-224 表示方法（一覧表示）の選択 

 
下図の画面が表示されます。 

  

図 2-225 一覧表示 （検索前） 
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【標識、照明点検記録様式管理機能 一覧表示】画面では、条件を検索して対象となる施設の一覧

を表示することができます。 
① 検索条件欄に検索したい施設の条件を入力します。 
② 入力が完了したら、［検索］ボタンをクリックします。 

 
※検索時の注意 
 ［施設区分 2］は、［施設区分 1］を選択後に選択可能になります。 
 ［管理者名］は、［管理区分］を選択後に選択可能になります。 
 ［管理事務所名］は、［管理者名］を選択後に選択可能になります。 
 Web ブラウザの表示倍率により、検索枠等の見た目が変わることがあります。適切に表示さ

れていない場合には、Web ブラウザの設定で表示倍率を調整してください。 
 施設追加 / 編集時に作業区分を「作業中」とした施設を閲覧したい場合は、「作業中含む」を

選択して検索してください。（図 2-参照） 
 
① の各欄に情報を入力し、②［検索］をクリックします。 

  
図 2-226 検索条件入力画面（画面の一部抜粋） 

 

 
図 2-227 一覧表示［作業中含む」選択画面 
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検索結果が一覧となって表示されます。 
 

 
図 2-228 一覧表示画面 
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一覧表示画面の検索・閲覧に関する機能は以下のとおりです。  
 

 

図 2-229 一覧表示画面の検索・閲覧に関する機能 

 

表 2-59 一覧表示画面の検索・閲覧に関する各機能 

項目名 説明 
①検索条件入力枠 検索に必要な情報を入力します。 
②［検索］ クリックすると、入力した情報に対応したデータの一覧が表示

されます。 
③［リセット］ 入力した検索条件が消え、はじめの状態に戻ります。 
④［CSV 出力］ 検索結果一覧を出力します。 
⑤行数を指定 画面上に表示するデータの行数を 10、25、50 から指定しま

す。 
⑥表の左端へ移動 一覧表示された表の左端を閲覧できます。 
⑦左へ移動 表の左方向へ移動します。 
⑧右へ移動 表の右方向へ移動します。 
⑨表の右端へ移動 一覧表示された表の右端を閲覧できます。 
⑩ページ数表示 検索条件に該当する施設一覧のページ数を示します。 
⑪データ件数表示 検索条件に該当する施設数を示します。 
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本画面では下表に示す 4 項目の機能が利用可能です。 

表 2-60 一覧表示時に利用可能な検索・閲覧に関する機能 

項目名 説明 
① データ出力 検索条件に一致する施設のデータを出力します。 
② 詳細表示 施設の詳細を表示します。 
③ 帳票出力 帳票を出力します。 
④ 地図表示 施設を地図上に表示します。 
⑤ 過去の点検調書ダ

ウンロード 
過去の点検調書をダウンロードします。 

 

  

図 2-230 一覧表示 機能説明 
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1） データ出力 
プルダウンメニューより、以下のどちらかを選択します。 
 「親表のデータ（基本諸元）および子・孫表のデータを抽出」 
 「親表のデータ（基本諸元）のみを抽出」 
 

 

 

図 2-231 データ出力条件選択画面 

 

 

図 2-232 データ抽出範囲選択画面 
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添付ファイル（点検表記録様式）が不要な場合 
「添付ファイルも出力」をチェックせずに、［CSV 出力］をクリックしてください。 
表示されるウィンドウで［OK］をクリックすると zip 形式のデータが出力されます。 

 

図 2-233 CSV 出力確認画面 

 

添付ファイル（点検表記録様式）が必要な場合 
「添付ファイルも出力」にチェックを入れ、［CSV 出力］をクリックしてください。 

添付ファイルも共に出力されます。 

※注意：プルダウンメニューで「親表のデータ（基本諸元）のみを抽出」が選択されている場合、

「添付ファイルも出力」は選択できません。   

 

図 2-234 データ出力画面 
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データ出力により取得できるファイルは以下の通りです。 
詳細表示の画面で表示する項目の一覧を取得することができます。 

表 2-61 データ出力により得られるファイル 

データ抽出範囲 zip ファイル名 zip ファイルを解凍して 
得られるファイル名 

①親表のデータ（基本諸元）および子・孫

表のデータを抽出 標識_照明点検記録

yyyymmdd.zip 

施設諸元.CSV 
損傷記録票.CSV 
点検結果票.CSV 
板厚調査結果記録票.CSV 

②親表のデータ（基本諸元）および子・孫

表のデータを抽出 
イメージ（画像ファイル）も出力 標識_照明点検記録

yyyymmdd.zip 

File（フォルダ） 
施設諸元.CSV 
損傷記録票.CSV 
点検結果票.CSV 
板厚調査結果記録票.CSV 

③親表のデータ（基本諸元）のみを抽出 標識_照明点検記録

yyyymmdd.zip 
施設諸元.CSV 
点検結果票.CSV 

④親表のデータ（基本諸元）のみを抽出 
イメージ（画像ファイル）も出力 標識_照明点検記録

yyyymmdd.zip 

File（フォルダ） 
施設諸元.CSV 
点検結果票.CSV 
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2） 詳細表示 
対象とするデータの［詳細］欄のアイコンをクリックし、詳細表示メニュー画面（図 2-）を開

きます。 

  

図 2-235 詳細表示アイコン選択画面 

 

 

図 2-236 詳細表示メニュー画面 
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表 2-62 詳細表示画面の各機能 

項目名 説明 
①『施設諸元』 施設の諸元情報を閲覧することができます。 
②『点検結果票』 施設の点検結果を閲覧することができます。 
③『損傷記録票』 施設の損傷記録を閲覧することができます。 
④『板厚調査結果記録票』 施設の板厚調査結果記録を閲覧することができます。 
⑤一覧表示に戻る 一覧表示画面に戻ることができます。 

 
 

 

図 2-237 詳細表示メニュー画面 機能一覧 
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（A） 施設の諸元情報を閲覧する 
① 図 2-で、『施設諸元』の［▶詳細］をクリックします。 
② 下部に施設の詳細データの表が展開されます。 

図 2-238 施設諸元 表示画面 

（B） 施設の点検に関するデータを閲覧する 
① 図 2-で『点検結果票』の［▶詳細］をクリックします。 
② 下部に施設の点検データの表が展開されます。 

 

図 2-239 点検結果票 表示画面 
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（C） 施設の損傷記録を閲覧する 
① 図 2-で『損傷記録票』の［▶詳細］をクリックします。 
② 下部に施設の点検データの表が展開されます。 

 

図 2-240 損傷記録票 表示画面 

（D） 施設の板厚調査結果記録を閲覧する 
① 図 2-で『板厚調査結果記録票』の［▶詳細］をクリックします。 
② 下部に施設の点検データの表が展開されます。 

 

図 2-241 板厚調査結果記録票 表示画面  
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3） 帳票出力 
① 目的の施設の［様式］欄のアイコンをクリックします。 
② 点検表（Excel ファイル）がダウンロードされます。 

   

図 2-242 様式アイコン選択画面  

帳票出力でダウンロードして得られるファイルは、以下の通りです。 

表 2-63 帳票出力により取得できるファイル名 

ファイル名 シート名 
点検記録様式

_yyyymmdd.xlsx 
点検表（施設諸元） 
点検表（点検結果票） 
点検表（損傷記録票） 
点検表（板厚調査結果記録表） 

※点検記録様式が登録されていないシートは、ダウンロードできません。 
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4） 地図表示 
各施設を地図表示することができます。 
 
① 検索条件に該当する施設の一覧から目的となる施設の［地図］欄下のアイコンをクリックしま

す。 

 

図 2-243 地図アイコン選択画面 

② 施設の位置が地図上に表示されます。  

 

図 2-244 地図表示画面 
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5） 過去の点検調書ダウンロード 
一覧表示画面より［過去の点検調書］をクリックします。 

 

図 2-245 過去の点検調書ダウンロードボタン選択画面 

 
 
ファイル選択画面が表示されます。 

 

図 2-246 ファイル選択画面 
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※ファイル数が多いフォルダは、表示に時間がかかります。メッセージ「ページは応答してません」

が出力されても問題ありませんのでファイルが表示するまでお待ちください。 

 

図 2-247 ファイル数が多いフォルダの表示 

 
 
➀ダウンロードしたいファイルをクリックすると［ダウンロード］ボタンが表示されます。 
②［ダウンロード］をクリックすると選択したファイルがダウンロードされます。 
 
【注意】登録権限のない組織（局・事務所等）のフォルダにはアクセスできません。 
 

 

図 2-248 ファイルダウンロード画面 
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（2） 地図表示 
ここでは、標識、照明点検記録様式のデータについて、検索条件にあった施設を抽出し、地図表

示機能によって閲覧する方法について説明します。 
① メニューリストの『標識、照明点検記録様式』をクリックします。 
② その下に表示される『地図表示』をクリックします。 
③ 検索条件を入力します。 
④ ［検索］ボタンをクリックします。 

 

図 2-249 地図表示検索画面 

⑤ 検索条件に一致する施設が地図上に表示されます。 

  

図 2-250 地図表示 検索後画面例 
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1） 地図表示画面の各機能 
地図表示画面の各機能は以下の通りです。 

 

 

図 2-251 地図表示画面の各機能 

 

表 2-64 地図表示画面の各機能 

項目名 説明 
①検索条件入力枠 検索条件を入力します。 
②検索 ①の検索条件にあった施設の検索を開始します。 
③リセット 入力している検索条件をクリアします。 
④クラスタ表示 対象施設が密集している場合に表示されます。数字は

このエリアに集約されている施設数を表しています。 
⑤アイコン 検索条件に該当する施設を表示します。 
⑥広域・詳細表示 ＋を押すと縮尺が大きくなり、詳細を表示します。 

－を押すと縮尺が小さくなり、広域を表示します。 
バーを上下に動かすことでも調整ができます。 

⑦マップ種類変更 背景となるマップの種類を変更できます。 
⑧広域地図 現在表示されているマップの範囲がわかります。右下

の矢印をクリックすると縮小化することができます。 
⑨［一覧画面へ］ 一覧表示画面へ遷移することができます。 

※操作方法の詳細は「4-1（1）地図表示の基本機能・基本操作」を参照してください。 
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2） 施設のデータ閲覧方法について 
地図上のアイコンをクリックすると、施設の概要が閲覧できます。概要に示される項目は下表

のとおりです。 

表 2-65 施設概要項目 

項目名 
施設 ID 
管理番号 
種別 
管理者名 
管理事務所名 
出張所 
所在地 
路線 
点検年度 
判定区分 

 
 

 

図 2-252 地図表示 アイコン選択画面 

［詳細］をクリックすると、詳細表示（「2-6-1（1）2）詳細表示」）に移動します。 
［様式出力］をクリックすると、選択したデータの様式がダウンロードされます。（出力されるデ

ータは「2-6-1（1）3）帳票出力」と同様です。） 
 

  



223  

 
2-6-2 施設追加・編集・追加・削除 
施設追加・編集・追加・削除をすることができます。 
施設追加・編集・追加・削除が完了したら、一覧表示画面から対象の施設を検索して結果を確認し

てください。 
 

施設追加・編集・追加・削除は、一覧表示画面から行います。 
実施したい内容に沿ったボタンあるいはアイコンをクリックし、各画面へ遷移してください。 

※一覧表示画面の表示方法は、「2-6-1（1）一覧表示」を参照してください。 
※作業区分で「作業中」を選択した場合は、一般には公開されません。一覧表示する場合は、「作業

中含む」を選択して検索してください。（図 2-参照） 
 

 

図 2-253 一覧表示［作業中含む」選択画面（画面抜粋） 

 
一覧表示画面における、登録に関する機能は以下の通りです。 

 

図 2-254 一覧表示 登録用機能画面 
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表 2-66 一覧表示登録用機能一覧 

項目名 説明 
① ［施設追加］ 施設を新規追加することができます。 
② 編集 登録済の施設情報を更新することができます。 

（削除する場合もこちらから行います） 
③ 追加 登録済の施設の「点検結果票」、「損傷記録票」、「板厚

調査結果記録表」の情報を追加登録することができま

す。 
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（1） 個別登録 
施設追加・編集・追加・削除を個別で実施する方法を記載する。 
 

1） 施設追加（新規施設追加） 
［施設追加］をクリックし、登録メニュー画面（図 2-）を開きます。 
 

 

図 2-255 ［施設追加］選択 
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図 2-256 登録メニュー画面 

 
登録メニュー画面の機能は以下の通りです。 

表 2-67 登録メニュー画面の各機能 

項目名 説明 
①『施設諸元』 施設の諸元情報の入力フォームが開きます。 
②『点検結果票』 施設の点検結果の入力フォームが開きます。 
③『損傷記録票』 施設の損傷記録の入力フォームが開きます。 
④『板厚調査結果記録票』 施設の板厚調査結果記録の入力フォームが開きます。 
⑤［登録］ 入力した内容で登録します。 
⑥［一覧表示に戻る］ 一覧表示画面に戻ることができます。 
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図 2-257 登録メニュー画面の機能 
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（A） 施設の諸元情報を登録する 
① 図 2-で、『施設諸元』の［▶詳細］をクリックします。 
② 下部に施設諸元の入力フォームが展開されます。 
③ 画面に従って入力してください。 

※入力操作は、「4-1（2）登録に用いる基本操作」を参照してください。  
※3 時間以内に「登録」ボタンをクリックしなかった場合、タイムアウトとなります。 
 

 

図 2-258 施設諸元 入力画面 

 
 
【注意点】 
(ア) 「※」の記載がある項目は必須入力項目です。 
(イ) 「設置環境情報_設置施設種別」未選択の場合は、「設置環境情報_設置施設 ID」に「0」を入

力してください。※「設置環境情報_設置施設 ID」は必須入力項目です。 
(ウ) 「施設位置を選択」ボタンから施設位置を入力すると、「施設 ID」が自動生成されます。 

※トンネル照明等のように、複数施設で同じ緯度経度を入力する場合があります。、緯度経度

から自動生成される施設 ID は、同じ ID を登録できないため、末尾に 1 を追加して登録する

か確認画面が表示されます。 
 

 

図 2-259 施設 ID 重複時確認画面 
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(エ) 「点検記録様式」の項目以外の入力方法は次の通りです。 

表 2-68 「点検記録様式」の項目以外の入力方法 

No. 項目名 必須入

力項目

（※） 

入力方法 

1.  施設 ID ● 半角数字及びカンマを入力、あるいは「施設位置を選択」

をクリックで自動生成 

※一度設定した施設 ID は編集不可 

例）43.62282,142.61719 

2.  作業内容フラグ_区分 ● プルダウンメニューより選択 

3.  作業内容フラグ_内訳 ● プルダウンメニューより選択 

4.  作業内容フラグ_内訳補足  自由入力 

5.  設置環境情報_設置施設種別  プルダウンメニューより選択 

本 DB 登録対象の施設が設置されている施設の種別（トン

ネルなど）を選択。 

6.  設置環境情報_設置施設 ID  本 DB 登録対象の施設が設置されている施設（トンネルな

ど）の施設 ID（トンネル DB などで管理されている施設 ID）

を入力。 

例）43.62282,142.61719 

7.  MICHI 施設キー ● 半角英数字で入力 

※登録対象施設に紐づく道路施設基本データ（MICHI）が

存在しない場合は「0」を記入し、項目「管理番号」を必ず

記入（77 条調査結果と紐づけるため） 

 

8.  作業区分 ● ラジオボタンより選択 

※「作業中」を選択した場合、一般には公開されません。一

覧表示する場合は、一覧画面で「作業中を含む」を選択しな

いと一覧に表示されません。 
 
 

④ 入力が完了したら、画面右上の［登録］をクリックし、画面に従って登録してください。 
※登録方法の詳細は、「4-1（2）2）入力内容の登録方法」を参照してください。 
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（B） 施設の点検結果票の情報を登録する 
① 図 2-で『点検結果票』の［▶詳細］をクリックします。 
② 下部に施設の点検結果票の入力フォームが展開されます。 

画面に従って入力してください。 
※入力操作は、「4-1（2）登録に用いる基本操作」を参照してください。 
 

 
図 2-260 点検結果票 入力画面 

 
 
 
③ 入力が完了したら、画面右上の［登録］をクリックし、画面に従って登録してください。 
※登録方法の詳細は、「4-1（2）2）入力内容の登録方法」を参照してください。 
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（C） 施設の損傷記録を登録する 
① 図 2-で『損傷記録票』の［▶詳細］をクリックします。 
② 下部に施設の点検データの入力フォームが展開されます。 
③ ［追加］をクリックします。 

 

 

図 2-261 損傷記録票 メニュー画面 

 
④ 下部に施設の損傷記録票の入力フォームが展開されます。 

 

図 2-262 損傷記録票 入力画面 

 
⑤ 画面に従って入力してください。 
 ※入力操作は、「4-1（2）登録に用いる基本操作」を参照してください。  
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※登録する写真は、基本的に１写真１ファイルで登録してください。 
 
登録された写真は「点検表（損傷記録票）」に左寄せ、縦配列され、配置イメージは以下のようにな

ります。 
 

 

図 2-263 登録写真データの「点検表（損傷記録票）」への配置イメージ 

 
⑥ 入力が完了したら、画面右上の［登録］をクリックし、画面に従って登録してください。 
※登録方法の詳細は、「4-1（2）2）入力内容の登録方法」を参照してください。 
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（D） 施設の板厚調査結果記録を閲覧する 
① 図 2-で『板厚調査結果記録票』の［▶詳細］をクリックします。 
② 下部に施設の点検データの入力フォームが展開されます。 
③ ［追加］をクリックします。 

 

図 2-264 板厚調査結果記録票 メニュー画面 

 
④ 下部に施設の損傷記録票の入力フォームが展開されます。 

画面に従って入力してください。 
※入力操作は、「4-1（2）登録に用いる基本操作」を参照してください。  

 

 

図 2-265 板厚調査結果記録票 入力画面 

 
⑤ 入力が完了したら、画面右上の［登録］をクリックし、画面に従って登録してください。 
※登録方法の詳細は、「4-1（2）2）入力内容の登録方法」を参照してください。 
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2） 施設情報の編集 
システムに登録済のデータを編集し、更新することができます。 
 
① 編集対象となる施設を検索し、［編集］アイコンをクリックします。 

 

図 2-266 ［編集］選択画面 

 
以下のような画面が表示されます。 

 

図 2-267 編集メニュー画面 
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本画面における主な機能は以下の通りです。 

 

図 2-268 編集メニュー画面の機能 

 

表 2-69 編集メニュー画面 機能一覧 

項目名 説明 
①『施設諸元』 施設の諸元情報の編集フォームが開きます。 
②『点検結果票』 施設の点検結果の編集フォームが開きます。 
③『損傷記録票』 施設の損傷記録の編集フォームが開きます。 
④『板厚調査結果記録票』 施設の板厚調査結果記録の編集フォームが開きます。 
⑤［削除］ 施設情報そのものを削除します。 
⑥［更新］ システム上のデータを編集した内容に更新します。 
⑦［一覧表示に戻る］ 一覧表示画面に戻ることができます。 

 
 
 
【注意点】 
編集、追加、削除等の編集作業を行ったあとは、必ず⑥［更新］をクリックしてください。 
［更新］をクリックしないと、変更が保存されません。 
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（A） 施設の諸元情報を編集する 
① 図 2-で、『施設諸元』の［▶詳細］をクリックします。 
② 下部に『施設諸元』の編集フォームが展開されます。 

この画面では、現在登録されている施設情報が表示されます。 

 

図 2-269 『施設諸元』編集画面 

③ 画面に従って入力してください。 
※入力操作は、「4-1（2）登録に用いる基本操作」を参照してください。  
 
【注意点】 
(ア) 「※」の記載がある項目は必須入力項目です。 
(イ) 「設置環境情報_設置施設種別」未選択の場合は、「設置環境情報_設置施設 ID」に「0」を入力

してください。※「設置環境情報_設置施設 ID」は必須入力項目です。 
(ウ) 「施設位置を選択」ボタンから施設位置を入力すると、「施設 ID」が自動生成されます。 
(エ) 作業区分で「作業中」を選択した場合、一般には公開されません。一覧表示する場合は、一覧

画面で「作業中を含む」を選択しないと一覧に表示されません。 
 
 
 
④ 入力が完了したら、画面右上の［更新］をクリックし、画面に従って更新してください。 
※更新方法の詳細は、「4-1（2）3）編集内容の更新方法」を参照してください。 
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（B） 施設の点検結果票の情報を編集する 
① 図 2-で『点検結果票』の［▶詳細］をクリックします。 
② 下部に施設の点検結果票の入力フォームが展開されます。 

 

図 2-270 『点検結果票』編集画面 

③ 画面に従って入力してください。 
※入力操作は、「4-1（2）登録に用いる基本操作」を参照してください。  
 
④ 入力が完了したら、画面右上の［更新］をクリックし、画面に従って更新してください。 
※更新方法の詳細は、「4-1（2）3）編集内容の更新方法」を参照してください。 
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（C） 施設の損傷記録を編集する 
① 図 2-で『損傷記録票』の［▶詳細］をクリックします。 
② 下部に現在登録済の施設の損傷記録の表が展開されます。 
③ 編集アイコンをクリックします。 

 

図 2-271 損傷記録票 メニュー画面 

④ 『損傷記録票』編集フォームが開きます。 

 

図 2-272 損傷記録票 編集画面 

⑤ 画面に従って入力してください。 
※入力操作は、「4-1（2）登録に用いる基本操作」を参照してください。  
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※登録する写真は、基本的に１写真１ファイルで登録してください。 
※ファイル名に使用できない文字があります。詳細は 4-1（4）登録ファイル名の使用禁止文字を参

照してください。 
 
登録された写真は「点検表（損傷記録票）」に左寄せ、縦配列され、配置イメージは以下のようにな

ります。 
 

 
図 2-273 登録写真データの「点検表（損傷記録票）」への配置イメージ 

 
 
⑥ 入力が完了したら、画面右上の［更新］をクリックし、画面に従って更新してください。 
※更新方法の詳細は、「4-1（2）3）編集内容の更新方法」を参照してください。 
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（D） 施設の板厚調査結果記録を編集する 
① 図 2-で『板厚調査結果記録票』の［▶詳細］をクリックします。 
② 下部に施設の点検データの入力フォームが展開されます。 
③ 編集アイコンをクリックします。 

 

図 2-274 板厚調査結果記録票 メニュー画面 

④ 『板厚調査結果記録票』編集フォームが開きます。 

 

図 2-275 板厚調査結果記録票 編集画面 

 
⑤ 画面に従って入力してください。 
※入力操作は、「4-1（2）登録に用いる基本操作」を参照してください。  
 
 
⑥ 入力が完了したら、画面右上の［更新］をクリックし、画面に従って更新してください。 
※更新方法の詳細は、「4-1（2）3）編集内容の更新方法」を参照してください。 
  



241  

3） 点検結果の追加 
登録済の施設に、新しい点検結果として『施設諸元』、『点検結果票』、『損傷記録票』、『板厚調査

結果記録票』を追加することができます。 
 
① 点検情報を追加したい施設を検索し、［追加］アイコンをクリックします。 

 

図 2-276 追加アイコン選択 

 
② 登録メニュー画面が表示されます。 

 

図 2-277 追加登録メニュー画面 
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表 2-70 追加登録画面の各機能 

項目名 説明 
①『施設諸元』 施設の諸元情報の入力フォームが開きます。（システムに登録済の

情報が表示されます。） 
②『点検結果票』 施設の点検結果の入力フォームが開きます。 
③『損傷記録票』 施設の損傷記録の入力フォームが開きます。 
④『板厚調査結果記録票』 施設の板厚調査結果記録の入力フォームが開きます。 
⑤［登録］ 入力した内容で登録します。 
⑥［一覧表示に戻る］ 一覧表示画面に戻ることができます。 

 

 

図 2-278 登録メニュー画面の機能 
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（A） 施設諸元の点検結果を追加する 
①図 2-で、『施設諸元』の［▶詳細］をクリックします。 
②下部に『施設諸元』の編集フォームが展開されます。 
この画面では、現在登録されている施設情報が表示されます。 

 
図 2-279 『施設諸元』編集画面 

 
③画面に従って入力してください。 
※入力操作は、「4-1（2）登録に用いる基本操作」を参照してください。  
 
【注意点】 
(ア) 「※」の記載がある項目は必須入力項目です。 
(イ) 「設置環境情報_設置施設種別」未選択の場合は、「設置環境情報_設置施設 ID」に「0」を入力

してください。※「設置環境情報_設置施設 ID」は必須入力項目です。 
(ウ) 「施設位置を選択」ボタンから施設位置を入力すると、「施設 ID」が自動生成されます。 
 
 
④入力が完了したら、画面右上の［更新］をクリックし、画面に従って更新してください。 
※更新方法の詳細は、「4-1（2）3）編集内容の更新方法」を参照してください。 
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（B） 施設の点検結果票の情報を追加する 
① 図 2-で『点検結果票』の［▶詳細］をクリックします。 
② 下部に施設の点検結果票の入力フォームが展開されます。 

 

図 2-280 点検結果票 入力画面 

③ 画面に従って入力してください。 
※入力操作は、「4-1（2）登録に用いる基本操作」を参照してください。  
 
 
④ 入力が完了したら、画面右上の［登録］をクリックし、画面に従って追加した内容を登録して

ください。 
※登録方法の詳細は、「4-1（2）2）入力内容の登録方法」を参照してください。 
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（C） 施設の損傷記録を追加する 
① 図 2-で『損傷記録票』の［▶詳細］をクリックします。 
② 下部に施設の点検データの入力フォームが展開されます。 
③ ［追加］をクリックします。 

 

図 2-281 損傷記録票 メニュー画面 

 
④ 下部に施設の損傷記録票の入力フォームが展開されます。 

 

図 2-282 損傷記録票 入力画面 

⑤ 画面に従って入力してください。 
※入力操作は、「4-1（2）登録に用いる基本操作」を参照してください。  
  



246  

 
※登録する写真は、基本的に１写真１ファイルで登録してください。 
※ファイル名に使用できない文字があります。詳細は 4-1（4）登録ファイル名の使用禁止文字を

参照してください。 
 
登録された写真は「点検表（損傷記録票）」に左寄せ、縦配列され、配置イメージは以下のように

なります。 

 
図 2-283 登録写真データの「点検表（損傷記録票）」への配置イメージ 

 
 
⑥ 入力が完了したら、画面右上の［登録］をクリックし、画面に従って追加した内容を登録して

ください。 
※登録方法の詳細は、「4-1（2）2）入力内容の登録方法」を参照してください。 
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（D） 施設の板厚調査結果記録を追加する 
① 図 2-で『板厚調査結果記録票』の［▶詳細］をクリックします。 
② 下部に施設の点検データの入力フォームが展開されます。 
③ ［追加］をクリックします。 

 

図 2-284 板厚調査結果記録票 メニュー画面 

 
④ 下部に施設の損傷記録票の入力フォームが展開されます。 

 

図 2-285 板厚調査結果記録票 入力画面 

⑤ 画面に従って入力してください。 
※入力操作は、「4-1（2）登録に用いる基本操作」を参照してください。  

 
⑥ 入力が完了したら、画面右上の［登録］をクリックし、画面に従って追加した内容を登録して

ください。 
※登録方法の詳細は、「4-1（2）2）入力内容の登録方法」を参照してください。 
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4） 削除 
施設情報（施設諸元、点検結果票、損傷記録票、板厚調査結果記録票）の削除を行うことができ

ます。 
 

（A） 登録施設の削除 
① 削除対象となる施設を検索し、［編集］アイコンをクリックします。 

 

図 2-286 ［編集］選択画面 

② ［削除］をクリックします。 

 

図 2-287 ［削除］選択画面 
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③ 削除を実行するか確認するポップアップウィンドウが表示されます。 
［キャンセル］をクリックするとポップアップウィンドウが閉じます。 

 

図 2-288 削除確認画面 

 
④ ［OK］をクリックすると施設情報が削除され、一覧表示画面に戻ります。 

 

図 2-289 施設情報削除完了画面 
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（B） 損傷記録票/板厚調査結果記録票の削除 
登録済の損傷記録票および板厚調査結果記録票を削除することができます。 

 
① 削除する損傷記録票/板厚調査結果記録票が登録されている施設を検索し、［編集］アイコンを

クリックします。 

 

図 2-290 ［編集］選択画面 

 
② 削除対象の項目の［▶詳細］をクリックして一覧を開き、削除したいデータを選択します。 

（下図を参考に、選択欄のチェックボックスをクリックしてください） 

 

図 2-291 削除対象選択画面（例：損傷記録票の場合） 
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③ ［削除］をクリックします。 

 

図 2-292 ［削除］選択画面（例：損傷記録票の場合） 

 
③ 削除を確認するポップアップウィンドウが表示されます。 

［OK］をクリックすると選択したデータが削除されます。 
［キャンセル］をクリックするとポップアップウィンドウが閉じます。 

 

図 2-293 削除確認画面（例：損傷記録票の場合） 
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④ 削除後は以下の画面になります。［更新］をクリックし、システムに反映してください。 
※更新方法の詳細は、「4-1（2）3）編集内容の更新方法」を参照してください。 

 

図 2-294 削除後画面 
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（2） 一括登録 
標識、照明点検記録様式管理機能では、施設追加、編集、追加、削除を一括して行うことができ

ます。 
施設追加・編集・追加・削除が完了したら、一覧表示画面から対象の施設を検索して結果を確認

してください。 
 

1） 一括登録用ファイルを取得する 
① メニューリストの『標識、照明点検記録様式管理機能』をクリックします。 
② その下に表示される『一覧表示』をクリックします。 

 

 

図 2-295 表示方法（一覧表示）の選択 

⑤ ［検索］をクリックすると、検索条件に該当する施設が一覧表示されます。 

  

図 2-296 一覧表示 検索画面 
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一覧表示画面における、施設追加・編集・追加・削除の一括実施に関する機能は以下の通りです。 

 

図 2-297 一覧表示 登録用機能画面 

 

表 2-71 一覧表示登録用機能一覧 

項目名 説明 
① 一括登録用データ取得 一括登録（施設追加・編集・追加・削除）用の CSV を

取得することができます。 
② 一括登録用データ登録 一括登録（施設追加・編集・追加・削除）用の CSV を

登録することができます。 
③ 選択 クリックするとその施設を選択できます。 

（複数選択可） 
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⑥ 編集・追加・削除したい施設を選択します。 
※データベースに登録されていない新たな施設を施設追加したい場合は、任意の施設を選択してフ

ァイルを取得し、そのファイルを登録用ファイルとしてお使いください。（新たな施設の施設追加用

のテンプレートファイルはございません。） 
(選択できる施設は 100 件までです) 
※ファイル名に使用できない文字があります。詳細は 4-1（4）登録ファイル名の使用禁止文字を参

照してください。 
 

 

図 2-298 対象施設選択 

⑦ ［一括登録用データ取得］をクリックすると、zip ファイルがダウンロードされます。 

 

図 2-299 ［一括登録用データ取得］選択画面 
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zip ファイルの詳細は以下の通りです。 
 

表 2-72 一括登録用データ一覧 

zip ファイル名 zip ファイルを解凍して 
得られるフォルダ/ファイル名 

直轄版点検調書 yyyymmdd.zip 

Image 
施設諸元.CSV 
損傷記録票.CSV 
点検結果票.CSV 
板厚調査結果記録票.CSV 

 
 

2） 一括登録用ファイルを編集する 
 

① ダウンロードした zip ファイルを展開します。 
② CSV ファイルを開き、内容を編集します。 

 編集の際は、付録「標識、照明点検記録様式管理機能一括登録項目一覧 Ver1.0」および「標

識、照明点検記録様式管理機能マスタ一覧 Ver1.0」を参照してください。 
 CSV ファイルの項目名に「（必須）」と記載のある項目は、必須入力です。 

 
 
【CSV ファイル編集時の注意点】 
(ア) 一括 CSV の編集はテキストエディタまたは Excel を使用してください。 

 
(イ) Excel で編集をする場合、ファイルを開く際に値に含まれる 0 が消える可能性があります。必

ず 4-1（3）CSV ファイルの開き方を参照して開き、編集を行ってください。 
 

(ウ) 処理区分（施設諸元のみ入力） 
入力した施設情報に対する操作にあった処理区分（A 列に記載）を入力する必要があります。 
登録済の施設と同じ施設 ID の施設を「施設追加」すると、エラーとなります。 

 

表 2-73 処理区分 

項目 内容 処理区分 
施設追加 新たに施設情報を登録する。 S 
編集・追加 登録済のデータを編集あるいは追加

する。 
C 

削除 登録済のデータを削除する。 D 
※編集：施設 ID＋点検年月日が同じデータの場合を「編集データ」とみなし、上書きします。 
追加：施設 ID が登録済かつ点検年月日が異なる場合、「新たな点検記録の追加」とみなします。 
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図 2-300 CSV ファイル記載例（施設追加・編集・追加・削除） 
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(エ) 施設追加のみ行う場合は任意で選んだ施設情報の内容を削除し、追加したい施設のデータを入

力してください。 

 

図 2-301 施設追加のみ行う場合 

 
(オ) 内容編集後、ファイルの種類は「CSV UTF-8」形式（UTF-8 の文字コード形式）で保存して

ください。 
ファイル名等は、表 2-74 に従い作成してください。 

※ファイル名に使用できない文字があります。詳細は 4-1（4）登録ファイル名の使用禁止文字を参

照してください。 
 
 
 

 

図 2-302 ファイルの種類選択（参考） 
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表 2-74 zip ファイルに圧縮するファイル名一覧 

ファイルの内容 zip ファイルに圧縮する 
ファイル名 

備考 

施設諸元等のデータ 施設諸元 xxx.csv xxx は任意 
点検結果票のデータ 点検結果票 xxx.csv xxx は任意 
損傷記録票のデータ 損傷記録票 xxx.csv xxx は任意 
板厚調査結果記録表

のデータ 
板厚調査結果記録票 xxx.csv xxx は任意 

画像ファイル xxx.jpg Image フォルダ内に格納 
xxx は任意 

 
 ファイル名は半角英数 60 文字まで（拡張子含む） 
 zip ファイル名は xxx.zip（xxx は任意） 
※ファイル名に使用できない文字があります。詳細は 4-1（4）登録ファイル名の使用禁止文字を参

照してください。 
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③ 作成した CSV ファイルと、登録したい画像ファイルをまとめて zip ファイルにします。 
※xxx は任意。 
※ファイル名に使用できない文字があります。詳細は 4-1（4）登録ファイル名の使用禁止文字

を参照してください。 
 
【注意】 
 zip ファイルの容量は 1GB 以下としてください。 
 1 つの zip ファイルに含む画像ファイルの最大枚数は 100 枚としてください。 
 上記 2 点の条件を超えてしまう場合は、2 つ以上の zip ファイルに分割してください。 
 

表 2-75 作成する zip ファイルの構成 

ファイル名 zip 化するフォルダ/ファイル名 

xxx.zip 

Image 
施設諸元 xxx.csv 
点検結果票 xxx.csv 
損傷記録票 xxx.csv 
板厚調査結果記録票 xxx.csv 

※Image フォルダには画像ファイルを格納してください。 
 

Image フォルダのフォルダ構成は以下の通りとしてください。 
 
 

表 2-76 Image フォルダ内の構成 

階層 説明 フォルダ・ファイル名 備考 
1 階層目 ・施設ごとのサブフォルダ

を作成する。 
 

施設 ID_yyyymmdd 
 
例）36.72957,137.22122_20221129 

yyyymmdd は点検年

月日 
 

2 階層目 
 

・施設諸元の画像ファイル

を格納する。 
・点検結果票の画像ファイ

ルを格納する。 

ファイル名の指定なし。 
 

ファイル名に使用で

きない文字がありま

す。詳細は 4-1（4）登

録ファイル名の使用

禁止文字を参照して

ください。 
・損傷記録票の枝番 ID ご

とのサブフォルダを作成

する。 

損傷記録票の枝番 ID 
 
例）1 

損傷記録票がない場

合、フォルダ作成の必

要なし。 
3 階層目 ・損傷記録票の枝番 ID に

対応する画像ファイルを

格納する。 

ファイル名の指定なし。 
 

ファイル名に使用で

きない文字がありま

す。詳細は 4-1（4）登

録ファイル名の使用

禁止文字を参照して

ください。 
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図 2-303 Image フォルダ 構成例 

 
3） 一括登録する 
① 作成した zip ファイルを一括登録します。 
［一括登録用データ登録］をクリックします。 

 

図 2-304［一括登録用データ登録］選択画面 
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② エクスプローラーが開きます。 
③ 登録したい zip ファイルを選択します。 
④ 登録を確認するポップアップウィンドウが表示されます。 
［キャンセル］をクリックすると登録がキャンセルされ、ポップアップウィンドウが閉じます。 

 

 

図 2-305 登録確認画面 

 
⑤ 「OK」をクリックすると、登録内容の一部を確認するポップアップウィンドウが表示されます。 

［更新］をクリックすると処理区分に従ってデータが処理されます。 
［キャンセル］をクリックするとポップアップウィンドウが閉じます。 
 

 
図 2-306 登録内容確認画面 
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3 点検・補修計画、概算修繕費等の入力（道路管理者のみ） 

ここでは、道路管理者が前章で説明した各施設情報の登録・編集作業を終えたのち、引き続き点

検・補修計画、概算修繕費等の入力を行う場合の操作手順について説明します。 
但し、各施設の点検データ等の入力内容が、点検・補修計画、概算修繕費等の入力画面に反映さ

れるのは、各施設の点検データ等の入力完了から 1 日後になりますのでご注意ください。 
この「点検・補修計画、概算修繕費等の入力」については、法定点検施設（道路附属物に関して

は、「横断歩道橋」と「門型標識等」）が対象となり、全ての道路管理者に対して入力が必要な項

目となっています。尚、小規模附属物の「標識」、「照明」については、入力項目はありません。 
本章での説明は、道路橋を例として説明していますが、横断歩道橋・門型標識等においても同様

の作業手順で入力することができます。 
「点検・補修計画、概算修繕費等」の入力については、基礎情報データベース（以降、「基礎情

報 DB」とする）への入力になります。基礎情報 DB のトップ画面の開き方を以下に示します。 
 
① Web ブラウザにて全国道路施設点検データベース（https://road-structures-db.mlit.go.jp）

のサイトを開きます。図 3-1 の左上に示すログイン画面が表示されますので、［ユーザー

ID］と［パスワード］を入力し、[ログイン]をクリックします。 
② 図 3-1 の右下の DB 選択画面が表示されましたら、[基礎情報]ボタンをクリックします。 
③ 基礎情報 DB のトップ画面（次頁の図上側の画面）が表示されます。 

 

図 3-1 基礎情報 DB トップ画面の開き方 
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3-1 基礎情報 DB において属性条件より検索する 
3-1-1 検索画面の説明 

基礎情報 DB のトップ画面から検索、一覧表示ボタンを押すと施設一覧画面に遷移します。 

 
   

 
 

施設一覧画面の画面構成について解説します。 
❶   ユーザー名を確認する ❽ CSV を出力する 

❷ ログアウトする ❾ 点検補修計画・措置履歴一括登録リスト
を取得する 

❸ 基礎情報 DB のトップ画面に戻る ❿ より詳細な検索画面に遷移する 

❹ 検索条件を選択する ⓫ 地図上で閲覧したい施設を選択する 

❺ 検索条件をクリアする ⓬ 施設の基礎情報の詳細を見る 

❻ 検索する ⓭ 施設の位置確認をする 

❼ 地図上に施設位置を表示する 
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3-1-2 条件指定により施設を検索する 
施設を検索するためには、最初に、道路管理者を選択した上で、検索したい施設区分を選択し、検

索条件を設定した後に検索を実行します。 
 
自組織の施設情報は、当該施設の基礎情報（表 6.1）及び点検補修計画・概算修繕費等の情報が

閲覧できます。 
他組織の施設情報は、基礎項目のみ閲覧できます。 

 

表 3-1 基礎情報 DB にて扱う基礎項目 

道路橋 トンネル シェッド 
大型 

カルバート 
横断歩道橋 門型標識等 舗装 特定土工 

施設 ID 施設 ID 施設 ID 施設 ID 施設 ID 施設 ID 施設 ID 施設 ID 

管理者 
コード 

管理者 
コード 

管理者 
コード 

管理者 
コード 

管理者 
コード 

管理者 
コード 

管理者 
コード 

管理者 
コード 

★施設区分 ★施設区分 ★施設区分 ★施設区分 ★施設区分 ★施設区分 ★施設区分 ★施設区分 

施設名称 施設名称 施設名称 施設名称 施設名称 施設名称 施設名称 施設名称 

フリガナ フリガナ フリガナ フリガナ フリガナ   フリガナ 

路線名 路線名 路線名 路線名 路線名 路線名 路線名 路線名 

管理者 
区分 

管理者 
区分 

管理者 
区分 

管理者 
区分 

管理者 
区分 

管理者 
区分 

管理者 
区分 

管理者区分 

管理者名 管理者名 管理者名 管理者名 管理者名 管理者名 管理者名 管理者名 

管理事務所名 管理事務所名 管理事務所名 管理事務所名 管理事務所名 管理事務所名 管理事務所名 管理事務所名 

都道府県名 都道府県名 都道府県名 都道府県名 都道府県名 都道府県名 都道府県名 都道府県名 

市区町村名 市区町村名 市区町村名 市区町村名 市区町村名 市区町村名 市区町村名 市区町村名 

位置_緯度 位置_緯度 位置_緯度 位置_緯度 位置_緯度 位置_緯度 位置_緯度 位置_緯度 

位置_経度 位置_経度 位置_経度 位置_経度 位置_経度 位置_経度 位置_経度 位置_経度 

架設年度 建設年度 完成年度 完成年度 架設年度 設置年度 最終修繕年度 完成年度 

橋長(m) 延長(m) 延長(m) 延長(m) 橋長(m)  延長(m) 延長(m) 

幅員(m) 幅員(m) 幅員(m) 幅員(m) 通路幅員(m) 幅員(m)   

点検実施 
年度 

点検実施 
年度 

点検実施 
年度 

点検実施 
年度 

点検実施 
年度 

点検実施 
年度 

最新点検 
年度 

点検実施 
年度 

★判定区分 ★判定区分 ★判定区分 ★判定区分 ★判定区分 ★判定区分 ★判定区分 ★判定区分 

            舗装種別   

★措置状況 ★措置状況 ★措置状況 ★措置状況 ★措置状況 ★措置状況 ★措置状況 ★措置状況 

  
 

 
 
 

  

・表内の★印項目は、地図画面にて凡例による色分け表示項目 
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3-1-3 道路管理者を選択する 
施設一覧画面を開くと、ご自身の所属が初期条件として設定されています。 
他の道路管理者の権限を閲覧したい場合はプルダウンより選択可能です。 
 
例）「東京国道事務所」の情報閲覧から「札幌開発建設部」の情報閲覧への切り替えの場合 

 
 
 
    

  



267  

3-1-4 道路橋について検索する 
ここでは道路橋について検索する操作例を説明します。 
例）道路橋で、かつ橋長(m)が 45m～55m に該当する道路橋を検索する。 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

  
 

  

施設区分が 
道路橋であること

を確認する 

橋長に長さの条件 
を入力する 

検索ボタンを
押す 

自組織の施設情報を検索している場合のみ、画面を横にスクロールすると、 
当該施設の基礎項目以外に点検補修計画・概算修繕費等の情報が閲覧できます。 
項目名を押すと情報を並び替えることができます。 

点検・補修情報等の 
より詳細な情報の 
検索画面に遷移する 
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3-1-5 検索結果から施設の位置をみる 
1） 検索結果から個々の施設の位置をみる 

検索結果から個々の施設の位置を地図上で確認する方法を説明します。 

 

 
 

 

 

 
  

施設一覧に戻るボタンを
押すと施設一覧画面に 
戻ることができる 

地図上で閲覧した
い施設の「MAP」

を 
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2） 検索結果から複数の施設の位置をみる 

検索結果から複数の施設の位置を地図上で確認する方法を説明します。 

 
 

 
 

 

 
 

  

施設一覧に戻るボタンを
押すと施設一覧画面に 
戻ることができる 

地図上で閲覧したい
施設を選択する 

地図表示を押す 
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3-1-6 検索結果から個々の施設の基礎情報の詳細情報をみる 
閲覧したい施設の施設 ID を押すと詳細情報の画面に遷移します。 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

施設一覧画面に 
戻ることができる 

閲覧したい施設の 
施設 ID を押す 

点検・補修等の 
詳細を確認する 
画面に遷移できる 
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3-2 点検補修計画・概算修繕費等を更新・確定する 
「3-1」で検索した自組織の施設情報の点検補修計画・概算修繕費等を更新する方法は 2 通りあり

ます。 
①個々の施設に対して個別に更新（仮確定）する 
②複数の施設に対してまとめて更新（仮確定）する 
操作手順は以下の通りです。 

3-2-1 個々の施設に対して個別に更新（仮確定）する 
個々の施設に対して個別に更新する方法を説明します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

更新画面への 
ボタンを押す 
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1） 更新画面の詳細 

 更新画面の項目の詳細や入力について説明します。 
 施設毎のデータベースに入力したデータが基礎情報データベースに反映されるのは翌日です。 
 修繕記録は、施設毎のデータベースで入力した点検記録が反映されるまで入力不可のため、施

設毎のデータベースで点検記録を入力した翌日以降に入力可能です。 
 既存施設の場合、点検計画と修繕計画は、施設毎のデータベースへの入力に関わらず入力可能

です。 
新規施設の場合、施設毎のデータベースで入力したデータが反映されるまで、基礎情報データベ

ースに当該施設は存在しません。 
点検計画、最新の定期点検結果、修繕計画については以下の通りです。 

 
 

No. 項目 選択項目 ルール 
❶ 点検計画 点検計画年度に○ － 

  １.撤去・廃止中 
２.○○年までに撤去・廃止 

予定 
３.未供用 
４.○○年までに移管予定 

今期に実施しない理由があれ 
ば左記より選択します。 

❷ 最新の定期点検結果 （入力不可） 登録済の最新の点検結果が 
自動反映されます。 

❸ 修繕計画 修繕計画年度に○ － 
 
 
 

2 

1 

3 
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修繕記録の項目について説明します。 

 
No. 項目 選択内容 ルール 
❶ 措置状況 （入力不可） 修繕工事と修繕設計の前年度と前々年度の

完了・着手年月の日付により自動判別しま
す。 

❷ 枝番 （入力不可） 当該年度において、判定区分が変わる場合
は、新たな枝番が発生します。 

❸ 措置を必要と判断した 
点検の判定区分 

（入力不可） 判定区分により入力必須項目が異なりま
す。 

❹ 緊急措置_内容 ①通行止／②通行規制／③補修・補
強／④監視／⑤その他 

措置を必要と判断した点検の判定区分が
「Ⅳ」の場合、入力必須項目になります。 

❺ 恒久的な措置_内容 ①撤去／②架替／③機能変更／④
修繕／⑤廃止／⑥未定 

措置を必要と判断した点検の判定区分が
「Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ」の場合、入力必須項目になりま
す。 

❻ 修繕内容 自由入力 主な修繕内容（修繕、架替、更新、撤去、廃
止）を記載します。 

❼ 概算修繕金額 自由入力 修繕もしくは修繕設計が完了している施設
について、記入します。 

❽ 恒久的な措置_進捗状
況 

①実施済／②実施中／③実施予定
／④未定 

措置を必要と判断した点検の判定区分が
「Ⅲ/Ⅳ」の場合、入力必須項目になります。 

❾ 恒久的な措置_修繕設
計/工事着手/完了年月 

西暦で入力 － 

❿ 措置に着手できない 
理由 

１.予算不足 
２.業者の技術者不足又は技術力不
足 
３.発注者の技術者不足又は技術力

不   足 
４.周辺住民や関係機関等との調整

に時間がかかる 
５.措置の方法がわからない 
６.措置の技術や手法が適切なのか

判断できない 

恒久的な措置_進捗状況が「空欄/実施予定/
未定」のいずれかの場合、措置に着手できな
い理由は 1 つ以上入力が必須です。 

2 
3 

4 

5 

1 

6 

9 

10 

7 
8 
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７.措置の優先順位、集約撤去等計
画策定に時間を要す 

８.業務・工事の不調不落 
2） 更新（仮確定）する 

項目の入力が完了したら、上へスクロールし、更新ボタンを押します。 
  

上へスクロールする 

更新ボタンを押す 
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3-2-2 複数の施設に対してまとめて更新（仮確定）する 
複数の施設に対してまとめて更新する方法は以下の 2 通りです。 
①検索・一覧表示画面から更新する方法 
②基礎情報 DB トップ画面から更新する方法 
操作手順は以下の通りです。 

1） 検索・一覧表示画面から行う 
検索・一覧表示画面から更新する手順を説明します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

出力を押すと 
ZIP ファイルを 

ダウンロードできる 

更新したい施設を選択する 

点検補修計画・措置
履歴一括登録リスト
の取得ボタンを押す 
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ZIP ファイルをダウンロードしたらファイルを解凍し収録しているリスト(Excel)を開きます。 
以下の画面が表示され、複数の施設に対してまとめて更新できます。 

 
リスト(Excel)に情報を書き込んだら、保存し、改めてメニュー画面より以下の手順でシステム

に登録します。 

 

 
 
  

点検・補修計画等登録/
更新ボタンを押す 

ファイルの選択 
ボタンを押す 

アップロードする 
ボタンを押す 
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2） 基礎情報DBトップ画面から行う 
基礎情報 DB トップ画面から更新する方法を説明します。 

 

ファイルの選択 
ボタンを押す 

アップロードする 
ボタンを押す 
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更新情報を確定する 
「3-2-1」「3-2-2」において更新した情報を確定する方法を説明します。 

  
 

作業完了 
を選択する 

決定する 
ボタンを押す 
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4 その他 

4-1 基本操作 

（1） 地図表示の基本機能・基本操作 
1） クラスタ表示 
対象施設が密集している場合はクラスタ表示されます。クラスタをクリックすると周

辺の地図が拡大され、詳細な位置がわかりやすくなります。 

 
図 4-1 クラスタ表示画面例（クリック前） 

 

 
図 4-2 クラスタ表示画面例（クリック後） 
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2） 地図の拡大・縮小 
マウスホイールをスクロールすることや、右上のバー（下図に記載）を上下に動かす

操作で行うことができます。 

 
図 4-3 地図表示 拡大・縮小調整画面 
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3） 地図上を移動 
マウスのドラッグ（任意位置でクリックしたまま移動する）により、地図上を移動す

ることができます。 
 

 
図 4-4 地図上の移動方法 1/2 

 

 
図 4-5 地図上の移動方法 2/2 
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4） 地図の種類変更 
「マップ種類変更」にマウスカーソルを合わせると、背景地図の候補が表示されます（図 
4-6）。変更したい地図のラジオボタンをクリックすると、背景地図が変更できます。 
 
選択できる背景地図は下表のとおりです。 

表 4-1 変更可能な地図の種類 

地図の種類 
国土地理院 標準地図 
国土地理院 白地図 
国土地理院 航空写真 
国土地理院 淡色地図 

 

 

図 4-6 背景地図の種類選択画面 
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図 4-7 地図表示（標準地図） 

 

 

図 4-8 地図表示（白地図） 
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図 4-9 地図表示（航空写真） 

 

 

図 4-10 地図表示（淡色地図） 
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（2） 登録に用いる基本操作 
1） 入力操作 

（A） 基本的な入力方法 
登録機能で用いる基本的な入力操作は以下の通りです。 

表 4-2 基本的な入力操作 

No. 項目名 操作方法 
1.  自由入力 タイピングした内容を入力します。 

入力形式に制約がある場合もあります。 
（詳細は各入力項目の一覧を参照してください） 
例）下図右側の入力欄に入力する。 

 

2.  プルダウンより選

択 
プルダウンより該当するものを選択します。（択一式） 
例） 

 
 

3.  年月日の選択 カレンダーより年月日を選択します。 
例） 

 

①カレンダーのアイコンをクリックします。 

 
②年、月、日を選びます。 
※年月日が必要な場合と年月が必要な場合があります。 

入力項目を確認し、入力フォームに沿って入力してください。 
例 1）年月を選択 
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例 2）年月日を選択 

 
 

4.  ファイルの選択 ファイルを選択します。 
【注意点】 
選択のみではシステムに登録がされません。必ず［登録］を行ってく

ださい。 
（「4-1（2）2）入力内容の登録方法」 参照） 
例） 

 
①［ファイルの選択］をクリックします。 
②お使いの PC のエクスプローラが開きます。 
③選択したいファイルを選択し、［開く］をクリックします。 

 

④ファイルが選択されます。 

 
※選択したファイルを削除する場合は、［削除］をクリックしてくだ

さい。 
選択したファイルを変更する場合は、上書きする形でもう一度選択作

業を行ってください。 
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（B） 施設位置の入力 
施設位置の入力は、①直接テキスト入力と②「施設位置を選択」ボタンをクリックし

起動するポップアップウィンドウで位置を指定する方法があります。 
②「施設位置を選択」で位置情報を入力した場合は、「施設 ID」が自動登録されます。 
①テキストで直接入力した場合は、「施設 ID」は自動登録されませんので、手動で入力

してください。 
 
①テキストで直接入力する場合 
下図を参考に、直接テキストで入力してください。 

 

図 4-11 施設位置テキスト入力画面 

（例：77 条調査データ管理機能 横断歩道橋） 

 

図 4-12 施設位置テキスト入力画面 

（例：77 条調査データ管理機能 標識、照明施設等） 
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②「施設位置を選択」を用いる場合 
［施設位置を選択］をクリックします。 

 

図 4-13 施設位置選択画面（横断歩道橋） 

 

 

図 4-14 施設位置を選択（標識、照明施設等（附属物）） 
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選択すると、以下のようなポップアップウィンドウが表示されます。 

 

図 4-15 施設位置選択用地図画面 
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ポップアップウィンドウの機能は以下の通りです。 

 

図 4-16 施設位置選択用地図画面 機能 

 

表 4-3 施設位置選択用地図画面 機能一覧 

項目名 説明 
① アイコン クリックした場所を示します。アイコンが示す場所を施設位置

として登録します。 
② マップ種類変更 背景となるマップの種類を変更できます。 
③ 広域・詳細表示 ＋を押すと縮尺が大きくなり、詳細を表示します。 

－を押すと縮尺が小さくなり、広域を表示します。 
バーを上下に動かすことや、マウスのホイールをスクロールす

ることでも調整ができます。 
④ 縮尺表示 現在表示されている地図の縮尺を示します。 
⑤ ［決定］ アイコンが示している位置で決定します。 
⑥ ［閉じる］ ポップアップウィンドウを閉じます。 
⑦ × ポップアップウィンドウを閉じます。 
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2） 入力内容の登録方法 
入力・編集した情報をシステムに登録します。 

 
① 各入力フォーム画面の右上にある［登録］をクリックします。 

 

図 4-17 ［登録］選択画面 
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② 登録を確認するポップアップウィンドウが表示されます。 
※登録した情報は本データベースの利用者に公開されます。 
 
［OK］をクリックするとシステムに登録されます。 
［キャンセル］をクリックするとポップアップウィンドウが閉じ、入力フォームへ

戻ります。 
 

 
図 4-18 登録確認画面 
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3） 編集内容の更新方法 
施設情報の編集、追加、削除を行った際は、［更新］して作業内容をシステム上に反

映させる必要があります。 
 
① 編集、追加、削除等の作業完了後、編集メニュー画面の右上の［更新］をクリック

します。 

 

図 4-19 ［更新］選択画面 

 
② 登録を確認するポップアップウィンドウが表示されます。 

※登録した情報は本データベースの利用者に公開されます。 
 

［OK］をクリックするとシステムに登録されます。 
［キャンセル］をクリックするとポップアップウィンドウが閉じ、入力フォームへ戻り

ます。 



294  

 

図 4-20 更新確認画面 

 
（3） CSV ファイルの開き方 
本システムでは、一括登録をする際に CSV ファイルの編集が必要となります。 

・Excel で編集をする場合、ファイルを開く際に値に含まれる 0 が消える可能性がある

ため、以下手順で開いてください。 
 
① Excel を立ち上げ、「空白のブック」を開き、［データ］をクリックします。 
② ［テキストまたは CSV から］をクリックします。 

 

図 4-21 データタブ画面 
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③エクスプローラが開きます。開きたい CSV ファイルを選択し、［インポート］をク

リックします。 

 

図 4-22 CSV ファイルインポート画面 

④データ型検出で［データ型を検出しない］を選択し、［読み込み］をクリックします。 

 

図 4-23 データ型選択画面 
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⑤ CSV ファイルが開きます。セルの書式の設定を［文字列］に変更してください。 

 

図 4-24 セルの書式設定選択画面 

 

 

図 4-25 ［文字列］選択画面 
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⑥ ⑦実施後、2 行目以降を編集してください。1 行目に挿入される［Column1.2…n］
には触らないでください。 
 

 
図 4-26 CSV ファイル編集画面 

 
内容編集後、ファイルの種類を「CSV UTF-8」で保存してください。 
※ファイル名は任意です。 
※ファイル名に使用できない文字があります。詳細は 4-1（4）登録ファイル名の使用禁

止文字を参照してください。 

 

図 4-27 ファイルの種類選択（参考） 
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（4） 登録ファイル名の使用禁止文字 
エラーの原因になるため、登録するファイル名には以下の文字を使用しないよ

う注意してください。 
 
 

表 4-4 ファイル名使用禁止文字 

文字 文字名 
¥ 円記号 
/ スラッシュ 
: コロン 
* アスタリスク 
? クエスチョンマーク、疑問符 
" ダブルクォーテーション 

<> 不等号 
| 縦棒 
＃ シャープ 
＆ アンド 
' アポストロフィー 
＋ プラス 
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